
永
觀

・
珍
海

の
淨

土
教
研
究
序
説

明

山

安

雄

序

日
本
淨
土
教
思
想
發
展

の
流
れ
に
お
い
て
、
法
然
淨
土
教
成
立
ま
で
の
思
想

の
發
展
過
程
に
つ
い
て
は

一
般
的

に
は
把
握
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
淨
土
教
思
想
そ
れ
自
體
の
中
に
見
出
さ
れ
る
本
質
的
基
礎
構
造
の
體
系
的
研
究
が
課
題

と
さ
れ
る
と
き
、

そ
の
發
展
過
程
を
具
體
的
に
研
究
解
明
せ
ら
れ
て
い
な
い
む
き
毛
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
そ
の
原
因
を
た
つ

ね
る
と
、
根
本
資
料
の
供
給
が
充
分
で
な

い
と
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
日
ま
で
に
供
給

せ
ら
れ
た
限
定
資
料

を
基
と
し
て
本
質
的
基
礎
構
造
を
究
明
し
、
具
體
的
發
展
の
流
れ
を
體
系
的
に
解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
を
と
り
擧
げ
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
。
か
く
し
て
問
題
解
明

へ
の

一
つ
の
手
が
か
り
ど
し
て
考
え
ら
れ
て
來
る
も
の
は
、
日
本
淨
土
教
思
想
發
展
史
上
に
お
い
て
、

そ

の
主
流
的
發
展
を
み
た
所
謂

「叡
山
系
淨
土
教
」
系
統

の
外
に
、
更
に
南
都
を
中
心
に
發
展
し
た

「南
都
系
淨
土
教
」
眞
言
密
教
の

内

に
興
起
し
た

「密
教
系
淨
土
教
」
の
三
系
統
を
體
系
的
に
整
理
研
究
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
法
然
淨
土
教
思
想
成

立
ま
で
の
思
想
的

關
蓮
性
、
及
び
、
そ
の
思
想
の
獨
自
性
、
思
想
的
根
據
等
幾
多
の
研
究
課
題
を
數

へ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
三

系
統
の
内
、
特
に
南
都
系
淨
土
教
に
中
・29
課
題
を
お
き
た
い
と
意
圖
す
る
の
で
あ
る
が
、

一
概
に
南
都
系
淨
土
教
と
云
つ
て
も
、
そ
の

永
觀
.
珍
海
の
淨
土
數
研
究
序
読

三
五



三
六

發
展
過
程
に
は
、
三
論
、
華
嚴
、
法
相
と
云
は
れ
る
三
つ
の
教
學
的
系
統
に
分
化
さ
れ
て
來
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
各
系
統
の
自
己
の

教
學
を
根
底
と
す
る
立
場
に
お
い
て
淨
土
教
思
想
そ
の
も
の
を
な
が
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
淨
土
教
思
想
に
如
何
よ
う
に
焦
點
を

當

て
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
ろ
う
か
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
て
、

か
か
る
敏
學
的
分

化

に
お

い
て
そ
の
展
開
に
獨
自
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
三
論
系
に
焦
點
を
當
て
て
み
る
に
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
、
元
興
寺
智
光

(D
四
～
圓

A
ア

ア
)
の
出
現
に
よ
つ
て
そ
の
思
想
的
形
成
は
決
定
的
と
な
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
思
想
解
明
に
最
も
手
が
か
り
と
な
る

も
の
は
、
智
光
の
數
多

い
著
述
の
中
、

「無
量
壽
經
論
釋
」
五
卷
で
あ
る
。
こ
の

「無
量
壽
經
論
釋
」
に
よ
つ
て
日
本
淨
土
教
の
第

一

形
成
者
と
し
て
の
智
光
の
思
想
的
影
響
は
、
そ
の
後
も
元
興
寺
三
論
系
に
傳

へ
ら
れ
た
。
そ
し
て
甼
安
時
代
前
期

に
は
隆
海

(D
15
～
跪

A
8

呂
)

に
繼
承
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
傳
統
を
發
揮
し
た
の
で
あ
る
が
、
元
興
寺
三
論
系
の
淨
土
教
は
、
聖
寳
に
お
い
て
建
立
さ
れ
た
東
大
寺

の
東
南
院
を
中
心
に
傳
承
さ
れ
た
た
め
に
、
元
興
寺
系
よ
り
東
大
寺
系

へ
の
發
展
に
お
い
て
顯
著
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
師

ち
東
大
寺
東
南
院
系
に
蓮
る
永
觀
、
覺
樹
、
珍
海
等
の
人
々
は
、
い
ず
れ
も
淨
土
教
に
關
係
の
あ
る
こ
と
よ
り
三
論
系
に
お
け
る
淨
土

教

の
展
開
は
、
東
大
寺
東
南
院
を
中
心
に
傳
承
さ
れ
、
又
、
眞
言
宗
醍
醐
寺
系
統
に
お
い
て
も
傳
承
さ
れ
て
行

つ
た
め
に
、
三
論
と
密

教

と
が
不
離

一
體
の
關
係
に
な

つ
て
、
そ
れ
に
淨
土
教
が
附
隨
し
て
傳
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
傅
承

の
中
に
お
い
て
、
今
日
、
淨
土
教
關
係

の
論
著
が
あ
り
、
具
軆
的
に
淨
土
教
思
想
を
う
か
が

へ
る
人
に
永
觀

「往

生
拾
因
」
珍
海

「決
定
往
生
集
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
者
に
つ
い
て
、
先
ず
永
觀

の
傅
歴
考
證
と

「往
生
拾
因
」
を
素
材
と
し
て
思
想
の
特
色
に
注
目
し
、
珍
海
に
つ
い
。て
は
著
作

年
代
を
中
心
に
傅
歴
考
證
を
試
み
、
思
想
内
容
は

「決
定
往
生
集
」

に
顯
は
れ
て
い
る
も
の
に
焦
點
を
絞
つ
て
み
た
い
と
思
う
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
、

い
ず
れ
も
概
略
、
序
読
の
域
を
脱
し
得
な
い
む
き
の
あ
る
こ
と
を
先
ず
、
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。



一
、
永

觀

の
傳

歴

に

つ

い
て

永
觀
の
傅
歴
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
と
し
て
は
、
永
觀
と
同
時
代
の
三
善
爲
康
の
述
作
に
か
か
る

「
拾
遺
往
生
傅
」
卷
下

は
、
そ
の
傅
壓
に
つ
い
て
最
も
具
體
的
に
顯
は
さ
れ
、
誠
に
信
憑
性
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は

「
拾
遺
往
生
傳
」

C
am
)

を
中
心
素
材
と
し
な
が
ら
、
他
の
史
料
に
も
注
目
し
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　

永
觀
は

「
拾
遺
往
生
傳
」
卷
下

に
よ
る
と
、
文
章
博
士
源
國
經
の
子
で
、
石
清
水
別
當
法
印
元
命
の
弟
子
で
あ
る
と
云
は
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
例
證
す
る
も
の
と
し
て
は
、

<
M
)

「尊
卑
分
胝
」
光
孝
源
氏
の
條
に

麟

文
陛

蠢

東
難

馨

讙

下
作
煮

□
政
男

と
あ
り
、
又
宕

菜

八
讐

記
簍

。
辧

八
幡
宮
祠
官
祠
別
當
蠶

元
命

難
べ
臓

讓

薙
響
襟
佐
禰
永
觀

樽
黔
鞴
聽
賑
総
糶
覊

と
あ
る
。
さ
て
永
觀
の
出
生
年
次

に
つ
い
て
は
、

「拾
遺
往
生
傳
」
卷
下
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼

の
入
寂
年
次
を
手
が
か
り

と
し
て
逆
算
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
制
明
出
來
る
の
で
あ
る
。
部
ち
入
寂
年
次
に
つ
い
て
は
、

「
拾
遺
往
生
傳
」
卷
下
に
よ
る
と
天
永
二

　
ら
　

年

十

一
月

(
Q
　
A
録
)
、

七

十

九

才

を

も

つ

て
入

寂

し

て

い

る
記

述

に
從

う

と

、
永

觀

の
出

生

年

次

は
長

元

六

年

(船
㎜
)
と

す

る
こ

と

が

で

き

よ
う

。
永
觀

・
珍
海

の
淨
土
教
研
究
序
読

三
七



三
八

長
元
六
年
出
生
年
次
を
基
と
し
て
傳
歴
を
考
察
す
る
と
き
、
先
ず

「拾
遣
往
生
傳
」
卷
下

に
、

(
6
)

「十

一
歳
。
師
二
事
禪
林
寺
法
務
大
僣
都
絢大
僣
都
者
。
花
山
法
皇
第
五
子
。
東
大
寺
別
當
。
東
寺
長
者
也
云
云
」

(
7
)

と
あ

つ
て
、
永
觀
十

一
才
、
印
ち
長
久
四
年

(D
43
　
　
)
に
禪
林
寺
法
務
大
僣
都

に
師
事
し
た
。
こ
の
法
務
大
僣
都
と
は
禪
林
寺
深
觀
で
あ

(
8
)

(
9
)

(
10
)

る
。
深
觀
は
花
山
法
皇
第
五
子
で
深
覺

の
門
に
入
り
、
長
元
四
年

(D
訓
Q
　
)
に
權
少
僭
都
長
暦
元
年

(佃
㎜
)
東
大
寺
別
當
に
補
任
せ
ら
れ

C
　
　

又
、

東

寺

長

者

と

も

な

り
、

永

承

五
年

(D
50
　
　
)

に
入

寂

し

て

い
る
事

な

ど

に

お

い
て
、
永

觀

の
師

僣

で
あ

る
深

觀

の
行

壓

は
、

永

觀

を

し

て
東

大
寺

に
入
寺

せ

し

め

る
動

機

と

な

つ
た
事

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

印

ち
、

(12

)

「年
十
二
出
家
。
於
二東
大
寺
一受
二具
足
戒
殉
入
二三
論
宗
殉
又
學
一一唯
識
因
明
殉能
逹
ご法
相
宗
一云
云
」

と
あ
つ
て
十
二
才
、
寛
徳
元
年

(D
44
c
　
)
に
東
大
寺
に
於

い
て
具
足
戒
を
受
け
て
三
論
宗
に
入
り
、
又
唯
識
因
明
倶
舍
な
ど
に
は
よ
く
通

Cam
)

じ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
そ
の
中
心
的
研
讃
は
三
論
教
學
で
あ
つ
た
こ
と
は
、

「僣
綱
補
任
」

「
三
會
定

一
記
」
等

に

「東
大
寺
三
論
宗
」

と
記
さ
れ
て
い
る
事
に
依

つ
て
明
か
で
あ
る
。

(
14

)

さ
て
永
觀
の
受
け
た
三
論
教
學
の
思
想
的
系
譜
は
、
有
慶
を
第

一
と
、
そ
の
弟
子
顯
眞
を
第
二
と
し
て
い
る
事

で
あ
る
が
、
三
論
教

學
を
基
と
し
て
淨
土
教
思
想
を
と
り
扱

つ
た
人
師
と
し
て
は
惠
隱
の

「無
量
壽
經
」

の
講
經
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
智
光
の

「無
量
壽

(
15

)

經
論
釋
」
隆
海
な
ど
の
元
興
寺
の
系
統
か
ら
貞
觀
十
七
年
に
東
大
寺
東
南
院
を
興
し
た
聖
寶
を
基
點
と
し
て
、
奈
良
、
卒
安
時
代
を
通

(
16

)

じ
て
傳
統
的
形
成
を
物
語

つ
て
い
る
。
印
ち
元
興
寺
系
よ
り
東
大
寺
系

へ
の
發
達
に
於

い
て
そ
れ
が
顯
著
に
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。

(
17
)

聖
寶
は
東
大
寺
に
東
南
院
を
開
き

「建
二東
南
院
一以
爲
二永
代
三
論
本
據
一云
云
」
と
、

三
論
研
究

の
本
據
地
た

る
面
目
を
構
成
し
南

く
°'
)

都
三
論
宗
は
、
次
第
に
東
大
寺
に
集
申
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
勢
を
物
語
る
史
料
と
し
て

「三
論
祀
師
傳
集
」

「
東
南
院
務

(
19

)

次

第
」

な

ど

に
よ

る

と
次

の
よ

う

な

系

譜

に
な

る
。



鬣

慘

幽
蠶

糊

理
意

蠧

宀
離
晶

融
-
疹
晦
毯

虜
遍

-
隆
一海

(元
興
寺
)

1
重
譽

(○
印
筆
者
)

郎
ち
東
大
寺
東
南
院
の
系
譜
に
連
る
永
觀
は
有
慶
、
顯
眞
の
思
想
的
系
譜
を
受
け
た
と
こ
ろ
よ
り
し
て
東
大
寺
三
論

の
正
嫡
な
る
こ

と
を
物
語
て
い
る
事
で
あ
る
。
永
觀
は
以
上
の
よ
う
に
三
論
教
學
の
中
心
と
し
た
が

「
拾
遣
往
生
傳
」
卷
下
に
依

る
と
、

お
　

「
十
八
以
後
。
研
精
之
隙
、
毎
日
稱
二
一
萬
遍
一云
云
」
と
あ
つ
て
、

十
八
才
、

永
承
五
年

(D
50
　
　
)
か
ら
毎
日

一
万
遍
の
念
佛
を
始
め

て
い
る
事
に
注
目
す
る
と
き
、
念
佛
者
と
し
て
の
活
動
の
初
見
で
あ
り
、
永
觀
を
し
て
淨
土
教
に
入
ら
せ
し
め
た
も
の
は
、

お
　

「
不
惑
年
以
降
。
風
痒
相
侵
。
氣
力
羸
弱
。
自
言
。
病
是
眞
善
知
識
也
。
我
依
二病
痾
一彌
厭
二淨
世
殉
云
云
」

と
あ
る
よ
う
に
厭
世
觀
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

へ
ら
れ
る
。

ま
　

ゑ
　

さ
て
、
二
十
五
才
天
喜
五
年

(D
57
　
　
)
に
卒
等
院
番
議
者
と
な
り
、

三
十
二
才
、

康
卆
七
年

(舶
㎜
)
に
は
、

法
成
寺
堅
義
と
な
つ
て

ゑ
　

い
る
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
そ
の
職
を
辭
し
山
城
光
明
山
に
入

つ
て
專
ら
淨
業
を
修
し
た
の
で
あ
る
。
四
十
才
延
久
四
年

(D
72
A
蜀
)
に
光

明
山
を
去
つ
て
、
深
觀
の
止
住
し
た
禪
林
寺
に
歸
山
し
そ
の

一
角
に
東
南
院
を
興
し
、
絡
生
の
本
據
と
し
た
事
が
推
察
さ
れ
る
が
、
か

か
る
光
明
山
に
入
山
し
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
永
觀
の
厭
世
觀
に
よ

つ
て
當
時
の
貴
族
的
世
界
に

封
す
る
批
制
的
行
動
意
識
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
意
識
は
永
觀
の
生
涯
を

一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
　

部
ち
五
十
四
才
、
應
徳
三
年

(D
册
C
°
)
に
維
摩
會
講
師
に
擧
げ
ら
れ
た
と
き
も
、

あ
　

「
依
レ成
二
念
佛
之
妨
↓乃
企
二辭
逅
之
思
一云
云
」
と
あ
る
程
で
あ
り
、
又
、
六
十
七
才
、
承
徳
三
年

(佃
贈
八
、
二
八
康
和
と
改
元
)
に
權

永
觀
・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
読

三
九



四

〇

(
27
)

律
師
に
進
み
な
が
ら
も
、

聞
も
な
く
辭
退
し
、

翌
年
六
十
八
才
、

康
和
二
年

(D
e蟶
　
　
)
に
東
大
寺
別
當
職
に
補
わ
れ
た
時
も
辭
退
し
た

(28

)

が
、

許

さ

れ

な

い
ま

ま
、

三
箇

年

を

經

て
、

別

當

職

を
辭

退

し
、

そ

の
後

は
、

專

ら
、

(
29

)

「
偏
修

二
念

佛

一閑

邊

二
餘

生

一」

と
云

う

程

で
あ

り
、

更

に
、

「
凡

一
生

之

聞

。

顯

密

行

業

甚

多

。

奉

レ
唱

二
彌

陀

寶

號
↓
不

レ
知

ご
幾

許

↓

Cm
　

初
毎
日

一
萬
遍
。
後
亦
六
萬
遍
。
別
滿
二百
萬
趨
一三
百
度
。
漸
故
ご暮
年
絢
舌
乾
喉
枯
。
ロ
ハ事
二觀
念
↓
云
云
」

と
あ
る
記
述
よ
り
察
す
る
と
き
如
何
に
專
念
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
物
語

つ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
永
觀
は
天
永
二
年

(Q
=
　
　
)
十

一
月
七
十
九
才
を
も

つ
て
入
寂
し
て
い
る
。

さ
て
永
觀
は
前
述
し
た
よ
う
に
東
大
寺
有
慶
等
に
繼
承
さ
れ
た
三
論
を
學
び
、
唯
識
因
明
倶
含
等
を
學
ん
だ
と
傳
へ
ら
れ
て
い
る
が

注
目
す
べ
き
は
淨
土
教
思
想
に
關
す
る
多
く
の
著
書
を
述
作
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
部
ち

「淨
土
依
憑
經
論
章
疏
目
録
」
に
お
い
て
そ

の
著
述
を
擧
げ
る
と
、

一
、

「阿
彌
陀
經
要
記
」

一
卷

一
、

「往
生
拾
因
」

一
卷

一
、

「地
想
觀
文
」

一
卷

一
、

「常
途
念
佛
記
」

一
卷

一
、

「三
時
念
佛
記
」

一
卷

一
、

「決
定
往
生
行
業
文
」

一
卷

一
、

「往
生
講
式
」

一
卷

一
、

「往
生
極
樂
讃
」

一
卷



一
、

「念

佛

讃
」

一
卷

剛
、

「念
佛
勸
進
縁
起
」

一
卷

ま
　

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
著
述
に
よ
つ
て
考
へ
る
と
き
に
、
永
觀
は
淨
土
教
思
想
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
讃

の
顯
著
な
事
が
う
か
が
ひ

得
る
所
で
あ
る
が
、
現
今
に
於
い
て
は
、
か
か
る
全
著
逋
が
殘
存
し
て
い
る
か
に
就
い
て
は
明
か
で
な
い
が

「往
生
拾
因
」
及
び

「往

生
講
式
」

の
二
著
述
が
現
存
し
て
い
る
に
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
て

「往
生
拾
因
」
の
著
述
年
代
に
つ
い
て
少
し
く
觸
れ
て
み
る
に

「
往
生
拾
因
見
聞
」
に
、

(
32

)

(
33

)

「康
和
五
年
癸
未
七
+
一
造
往
生
十
因
」
と
あ
り
。
康
和
五
年

(D
冊
　
　
)
は
永
觀
は
東
大
寺
別
當
職
に
就
任
中
で
あ
り

「往
生
拾
因
」

の
奥
書
に
、

(
34
)

「南
都
東
大
寺
、
沙
門
永
觀
艸
」
と
あ
り
、
又

「
往
生
拾
因
私
記
」
に
、

(
35

)

「今
東
大
寺
比
丘
永
觀
作
二往
生
拾
因
一云
云
」
と
あ
る
所
よ
り
し
て
、

そ
の
成
立
年
代
は
、

永
觀
の
東
大
寺
別
當
職
就
任
中
に
成
立

　
　
　

る
に
至
つ
た
と
考

へ
ら
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。
か
か
る

「往
生
拾
因
」

は

「念
佛
之
輩
。
皆
以
競
寫
云
云
」

と
云
は
れ
程
の
も
の
で
あ

り
、
永
觀
の
淨
土
教
思
想
内
容
を
伺
ひ
得
る
著
述
と
し
て
重
要
な
位
置
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て

「
往
生
講
式
」

一
卷
に

就

い
て
は
、

「往
生
拾
因
直
談
」
に
、

　
ガ
　

「
承

暦

三
年

六
月

十

日

二
往

生

講

ノ
式

ヲ
著

作

ス
云
云
」

と
あ

つ

て
承

暦

三

年

(D
79
　
　
)

の
成

立

読

と
、

「
往

生

拾

因

見

聞

」

に
、

泉

長
元
年
丙
子
製
作
往
篝

式
澣

恐

ギ

る
、永
長
元
年

(遍

の
成
立
与

る
二
つ
の
説
が
あ
る
が
、
「往
籌

式
」

っ
い

(
39
)

て

「拾
遣
往
生
傳
」
卷
下
に

「
若
人
間
ご出
世
之
要
一答
二念
佛
之
行
殉
又
新
造
式
。
毎
十
齋
日
。
勤
二修
往
生
講
二

と
あ
つ
て
毎
月
十
五

日
を
其
日
と
定
め
極
樂
往
生
を
願
ふ
同
志
相
集
り
て
念
佛
禮
頌
す
る
法
式
を
定
め
た
も
の
で

「中
右
記
」
の
天
仁
元
年

(A
=
　
　
)
の
條
に

永
觀
・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
読

四

一



四
二

あ
　

「前
律
師
永
觀
於
一一東
山
一行
二
迎
講

一都
人
皆
以
行
向
結
縁
云
云
」

と
あ
る
記
述
よ
り
往
生
講
、

迎
講
と
云
う
講
會
が
廣
く

一
般

に
行

は
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
往
生
講
成
立
史
上
、
惠
心
僣
都
源
信
の

コ
一十
五
三
昧
會
」

お
　

の
影
響
と
考

へ
ら
れ
る
。
か
く
考

へ
ら
れ
て
來
る
と
き
永
觀
が
如
何
に
し
て
、
淨
土
教
思
想
の
民
間
流
布
に
專
念

し
た
か
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。

さ
て
永
觀
は

「往
生
拾
因
」
を
著
述
し
て
、
念
佛
の

一
行
を
開

い
て
十
種
の
功
徳
を
分
ち
、
こ
れ
を
十
因
と
し
て
い
る
。
郎
ち

一

「廣
大
善
根
故
」

二

「衆
罪
滔
滅
故
」

三

「宿
縁
深
厚
故
」

四

「
光
明
攝
取
故
」

五

「聖
衆
護
持
故
」

六

「極
樂
化
主
故
」

七

「
三
業
相
應
故
」

八

「
三
昧
發
得
故
」

九

「
法
身
同
體
故
」

十

「
隨
順
本
願
故
」

(
42

)

と

し
、

十
因

の

一
々

に

つ

い
て

　
が
　

一
心
に
阿
彌
陀
佛
を
稱
念
す
れ
ぼ
必
ず
往
生
を
得
る
こ
と
を
力
読
し
又
、

「往
生
講
式
」
は
、
前
に
少
し
く
觸

れ
た
が

一
座
七
門
の

ゆ
　

講
を
立
て

、
毎
月
十
五
日
を
迎

へ
る
毎
に
、
こ
れ
を
實
修
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
著
述
の
思
想
、
内
容
か
ら
し
て
伺
は
れ

る
こ
と
は
永
觀
の
念
佛
行
の
實
踐
的
動
機
と
そ
の
教
義
的
根
據
ピ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

箜

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
念
佛
實
踐
の
道
に
歸
結
す
る
に
至
つ
た
契
讐

し
て
の

「
切
實
な
響

蹙

そ

の
も
の
で
あ
総

部

ち

「往
生
拾
因
」

の
序
に
、

「去
去
不
レ
來
盛
年
殘
日
稍
闌
、

來
來
無
レ
去
嚢
齡
餘
年
復
幾
。

是
以
澄
二
心
於
小
水
魚
幻
歎
一露

命
日
日
減
ハ係
ご念
於
層
處
羊
ハ悲
ご無



常
之
歩
歩
近
殉
況
乎
世
聞
春
來
夢
榮
華
何
實
。

人
身
水
上
滬
淨
生
誰
留
。

陰
二山
海

一僊
未
レ免
二無
常
之
悲
ハ籠

二石
室
一人
終
遭
二別
離

之
歎
幻
實

一
生
帳
樓
、
豈
期
二永
代
一乎
。
而
今
倩
思
受
二何
病
一招
二何
死
一哉
。

重
病
惡
死

一
何
痛
哉
。

雪
山
不
死
藥
驗
失
、
婆
醫
王

(
46

)

方
術
盡
。
無
常
暴
風
不
レ
論
二
紳
遷
ハ奪
精
猛
鬼
不
レ擇
二貴
賤
幻
生
死
必
然
誰
人
得
レ免
云
云
」

と
云
い
、
又
、

「往
生
講
式
」
の

「第

一
發
菩
提
心
門
」
に
、

「朝
開
二
榮
華

一暮
隨
二無
常
之
風
↓
宵
翫
二朗
月

一曙
隱
二別
離
之
雲
殉

一
生
是
風
前
之
燭
、

萬
事
皆
春
夜
之
夢
。

豈
只
安
然
眠
二牀
上
一

(
47

)

乎
。
無
常
忽
至
何
得
レ
逃
焉
」

と
、
そ
の
心
情
の
切
々
た
る
こ
と
を
物
語
り
、
永
觀
の
傳
記
も
又
、
彼
の
病
弱
な
る
こ
と
を
傳

へ
つ
い
に

「然
病
多
體
弱
。
嘗
日
。
病

(
48
)

者
人
之
善
知
識
也
」

と
ま
で
記
述
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。
か
く
し
て
望
西
樓
了
慧
は

「往
生
拾
因
私
記
」
卷
之
上
に
、

(49

)

「
一
部
大
意
ロ
ハ在
レ之
矣
意
云
觀
二知
無
常
一爲
二惣
安
心
一信
二解
十
因
一爲
二別
安
心
一云
云
」
と
云
ひ
、
無
常
感
を
以
つ
て
永
觀
の
念
佛

往
生
の

「惣
安
心
」
と
見
て
お
り
、
特
に
こ
の
點
に
注
意
さ
れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

か
よ
う
に
し
て
永
觀
自
身

の
厭
世
感
の
張
か
つ
た
こ
と
、
更

に
又
、
彼
に
と
つ
て
は
現
世
は
全
く
頼
る
べ
か
ら
ざ
る
無
常

の
所
で
あ

つ
た
と
し
て
い
る
。
郎
ち

「往
生
拾
因
」

の
後
序
に
、

「朝
家
簡
定
賜
一一其
賞
一學
徒
競
望
繪
二其
欲
一暗
三
二
密
行
一忝
登
二偏
照
之
位
一餝
一一
毀
戒
質

一
誤
居
二
持
律
之
職
一
實
世
聞
之
假
名
智
者

(
50
)

所
レ
厭
也
云
云
」
と
あ
り
、

「又
往
生
講
式
」
第

一
發
菩
心
門
に
、

「今
度
若
不
レ厭
當
來
亦
可
レ
悲
。
而
求
二名
利
一者
今
生
獪
不
レ安
。

嚴
寒
凌
レ
冰
日
夜
經
營
炎
天
拭
レ汗
東
西
馳
走
。

適
有
レ
一
復
少
レ

(
51
)

一
付

レ
有

憂
付

レ
無

憂

身

心
劬

勞

無

レ
有

二
安

時

一。

云
云
」

と

あ

つ

て
そ

の
心
境

を

強

く
物

語

つ

て

い

る
も

の

で
あ

る
。

か
く

し

て
永

觀

永

觀

・
珍
海

の
淨
土
教
研
究
序
説

四
三



四
四

の
上
に
成
立
つ
て
い
る

「無
常
感
」
や

「厭
世
感
」
こ
そ
が
強
く
心
を
淨
土
の
安
住
に
求
め
、
行
を
念
佛
の

一
行

に
勵
ま
す
に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
か
か
る
思
想
的
影
舞

「往
生
葦

」
の
萋

・
惠
心
僭
都
源
信
が
そ
の
序
文
で

「如
レ
豫
馨

之
聾

と
自
分
自
身
に

深

い
反
省
を
し

「厭
離
穢
土
欣
求
淨
土
」
の
思
想
に
つ
な
が
惹
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な

「無
常
感
」
の
立
場
に
あ

つ
た
永
觀
は
途
に
は
淨
土
教
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
見
出
し
、
出
離

の
道
な
し
と
云
う
深
い
自
覺

に
到
逹
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
自
覺
の
程
を
も
つ
と
も
よ
く
物
語
つ
て
い
る
の
は

「往
生
拾
因
」

「往
生
講
式
」

の
二
つ
の
著

述
で
あ

つ
て
そ
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
は

「無
常
感
」
と
云
は
れ
る

一
蓮
の
思
想
形
態

で
あ
る
。
か
く
し
て

「往
生
拾
因
」
序
に
、

「幸
今
値
二彌
陀
願
ハ如
一一渡
得
7
船
如
二民
得
ワ
王
。
巨
石
置
レ
舟
過
二大
海
於
萬
里

一蛟
虻
附
レ鳳
翔
二蒼
天
於
九
空
絢
況
乎
行
者
至
レ
誠
相
二

ま
　

應
本
願
一。
然
日
月
如
レ
走
冥
途
在
レ
近
。
若
競
二餘
日
一不
レ
勤
者
遇
二淨
土
教
(又
何
時
早
抛
一一萬
事

一速
求
二
一
心

一云
云
」
と
あ
り
、

「
往
生
講
式
」
に
、

ま
　

「幸
今
遇
二釋
尊
之
遺
教
ハ勤
一一修
往
生
極
樂
之
業
一出
離
要
道
何
事
如
レ之
云
云
」

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
そ

の
心
情
を
吐
露
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
切
實
な

「無
常
感
」

の
自
覺
と
相
ま
つ
て
念
佛
實
踐
の
態
度
は
、

い
よ
く

高
揚
し

「
往
生
拾
因
」
第

一
因
に
、

ヨ
　

「是
故

一
切
時
處

一
心
稱
念
晝
夜
寢
寐
勿
レ有
二
間
斷
一云
云
」
と
述
べ
、
更
に
又
第

一
因
を
論
く
最
後

の
條
に
、

「如
二
綽
禪
師
ハ
七
日
念
佛
得
二
百
萬
遍
一也
。

若
七
日
夜
勇
猛
精
進
、
至
ご
終
焉
之
暮
ハ被
ご
彌
陀
之
加
殉豈
爲
ご永
劫
安
樂
ハ不
レ
勵
下
七
日

ま
　

苦
行
上
乎
云
云
」
と
あ

つ
て
念
佛
實
踐
の
態
度
を
、
常
時
と
別
時
と
云
つ
た
段
階
に
關
係
な
く
勇
猛
精
進
す
べ
き
事
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
は
永
觀
の
淨
土
教
思
想
の
内
容
を
考

へ
る
場
合
、
重
要
な
煩
向
を
表
は
す
も
の
と
し
て
注
目
す

べ
き
も
の
で
あ

る
。

タ
　

さ
て
、
永
觀
自
身
は
三
論
宗
に
あ
り
な
が
ら

「念
佛
宗
永
觀
」
と

「往
生
拾
因
」
の
開
卷
に
お
い
て
告
白
し
て

い
る
事
實
は
、
何
の



意
圖
に
基
い
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
を
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
永
觀
自
身
に
於
け

る
自
己
の
心
境
の
自

覺
師
ち
念
佛
宗
に
依
ら
な
け
れ
ぼ
出
離
要
道
の
方
法
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

「往
生
拾
因
」
の
後
序
に
於

い
て
そ
の
心
境
の

一
端
が
伺

へ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
心
境
と
は
何
か
、
劇
ち
、

「眞
言
止
觀
之
行
道
幽
易
レ
迷
三
論
法
相
之
教
理
奥
難
レ
悟
不
二
勇
精
進
一者
何
修
レ
之
不
二聰
明
利
智
一者
誰
學
レ
之
…
…
中
略
…
…
今

至
二念
佛
宗
一者
所
レ行
佛
號
不
レ
妨
二行
住
坐
臥
一所
レ期
極
樂
不
レ簡
二道
俗
貴
賤
一衆
生
罪
重

一
念
能
滅
彌
陀
願
深
十
念
往
生
…
…
中
略

…
…
況
南
北
諸
宗
互
諍
二權
實
之
教
一西
方

一
家
獨
無
一一方
便
之
門
一…
…
中
略
…
…
幸
依
二念
佛
之

一
宗
一
聊
集
二
往
生
之
十
因
一出
二輪

　
お
　

廻
之
郷
一至
二不
退
之
土
一若
非
二此
行
一復
尋
二何
道
二
云
云
」
と
述
べ
て
、
眞
言
、
三
論
、
法
相
宗
に
読
く
思
想
が
難
行
難
證
で
あ
り
、

念
佛
宗
に
よ
つ
て
始
め
て
輪
廻
を
出
過
す
る
こ
と
が
出
來
る
道
で
あ
り
道
俗
貴
賤
す
べ
て
の
人
々
が
行
修
す
る
事
が
容
易
で
あ
る
事
を

明
し
、
眞
言
、
三
論
、
法
相
を
離
れ
て
念
佛
宗
に
歸
す
る
意
圖
を
示
し
て
い
る
。
か
か
る
こ
と
よ
り
て
永
觀
を
し
て

「念
佛
宗

永
觀
」

と
名

の
る
所
以
も
こ
こ
に
存
す
る
と
云
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
べ
た
傳
歴
及
び
著
述
内
容
か
ら
し
て
、
要
す
る
に
永
觀
は
、
南
都
三
論
系
淨
土
教
を
代
表
す
る
人
で
あ
り
、
そ
の
生
存
年
代

は
長
元
六
年

(曲
㎜
)
～
天
永
二
年

(鱒
㎜
)
で
あ

つ
て
、
叡
山
系
淨
土
教
を
代
表
す
る
惠
心
僭
都
源
信

(天
慶
五
年

(曲
鵬
)
～
寛
仁
元
年

(D
17
　
　
))
の
沒
後
十
七
年
に
出
生
し
、
淨
土
宗
を
開
宗
し
た
法
然
上
人

(長
承
二
年

(胡
瑠
)～
建
暦
二
年

(衂
⑳
))

の
出
生
に
先
立
つ
、

二
十
三
年
以
前
に
入
寂
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、

永
觀
の
淨
土
教
思
想
を
著
し
た

「
往
生
拾
因
」

は
康
和
二
年

(D
D弓
　
　
)～
康
和
四
年

(曲
㎜
)
ま
で
東
大
寺
別
當
職
に
在
任
中
に
成
立
し
て
い
る
と
考

へ
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
源
信
の
か
の

「往
生
要
集
」

(寛
和
元
年

(鱒
鰯
)
は
、
「往
生
拾
因
」
に
先
立
つ
こ
と
、
す
で
に

一
一
六
～

一
一
八
年
以
前
に
成
立
し
て
い
る
。
又
法
然
上
人
の
「
選

擇
本
願
念
佛
集
」
(建
暦
九
年

(ゆ
㎜
)
は
、

「往
生
拾
因
」
に
九
七
～
九
九
年
遲
れ
て
成
立
し
た
こ
と
よ
り
し
て
、

こ
れ
ら
の
點
で
、

永
觀

.
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
読

四
五



四
六

永

觀

は
、

年

代

的

に
綜

合

し

て
注

目

す

べ
き

こ

と

は
、

概

ね
源

信

と
法

然

上

人

と

の
中

間

的

位

置

に
存

し

て

い

る

と
云

は

ね

ば

な

ら

な

い
。

更

に
永

觀

の
思

想

形

態

は
、

法

然

上

人

の
淨

土

教

思

想

確

立

へ
の
思

想

的

機

蓮

が
す

で

に
永

觀

の
思

想

に
動

き

つ

つ
あ

つ
た

こ

と

を

う

か

が

へ
る

で
あ

ろ

う

。

註
(1
)

永
觀
傳
を
記
す
も

の
に
本
朝
高
僭
傳
卷
第
十

一
、

日
佛
全
卷

一
〇
ご
、

一
八
九
頁

「
元
亨
釋
書
」
第

五
、
日
佛
全
卷

一
〇

一
、

一
九
五
頁

「
私
聚
百

因
縁
集
」
第
八
、

「東

大
寺
要
録
」
第

五
、
續

々
群
從
第
十

一
、
宗

数
部

一
〇

一
頁

「
發
心
集
」
第

二

「
古
事
談
」
第
三

「
眞
言

傳
」
第

七
、

「
扶
桑

隱
漁
傳
」
卷
中

「東
國
高
僣
傳
」
第

七

「
帝
王
偏
年
記
」
第
十
九
、
東
大
寺
別
當
次
第
等

で
あ
る

(2
)

「
拾

遣
往
生
傳
」

卷
下
に

「
但
馬
守
源
國
擧
孫
。
進
士
入
道
國
經
之

男
也
。
出

二
歳
、
石
清
水
別
當
法
印
元
命
。
鍾
愛
爲
レ子
」

と
あ

る
。
續
淨

六
卷
八
五
頁

(3
)

「
尊
卑
分
脈
」
新
訂
堙
補
國
史
大
系
卷
六
十

(上
)
三
七
二
頁

(4
)

大

日
本
史
料
三
編
之
十

二
所
收
天
永
二
年
十

一
月

二
日

の
條
、
永
觀

の
項

一
一
頁
以
下

(5
)

「
拾
這
往
生
傳
」
卷
下
續
淨

全
六
卷
八
七
頁

「
僭
綱
補
任
」
第

五
、
天
永

二
年

の
條

に
前
律
師
永
觀
十

一
月
三
日
卒

七
十
九

日
佛
全
卷

一
二
三
、

一
一
一二
七
頁

(6
)

「
拾
遣
往
生
傳
」

卷
下
續
淨
全
六
卷
八
五
頁

(7
)

「
本
朝
高

僭
傳
」
全
卷
第
十

一
永
觀
傳
に
よ
る
、

日
佛
全
卷

一
〇
二
、

一
八
九
頁

(8
)

「
本
朝
高
僭
傳
」
卷
第
十

一

「
觀
華
山
帝
之
子
深
覺
之
資
」

と
あ

る

日
佛
全
卷

一
〇

二
、

一
八
九
頁

(9
)

「
僭
綱
補
任
」
第

三
、
長
元
四
年

の
條

日
佛
全
卷

=

一
三
、

一
六
七
頁

(10
)

「
東
大
寺
別
當
次
第
」



(1,　
)

「靄

補
任
」
第
四
黍

五
年
の
條

權
舂

都
深
觀
賺
鱗

ハ脈
繍

礑
鑢

易

耄

三

一一、
天

責

(12
)

「
拾

追
往
生
傳
」
卷
下

續
淨

六
卷

八
五
頁

(m1
)

覊

補
任
L
第
四
應
徳
三
年
の
條

講
師

永
觀
黙

鞣

日
佛
衾

三

三
、
二
・
八
頁

コ
ニ
舍
定

二
記
」
維
摩
會
講
師
次
第
、
應
徳
三
年
の
條

同
三
年

轜

永
觀
諌
鸚

日
鑾

卷

三

一二
'
1110
九
頁

(14
)

「
本
朝
高
僭
傳
」
第
十

一
、
日
佛
全
卷

一
〇
二
、

一
八
九
頁

有
慶

の
傳

に

つ
い
て
ほ

「東
南
院
務
次
第
」
日
佛
全
卷

一
二
二
、

一
六
〇
頁

「
三
論

租
師
傳
集
」
卷
下

日
佛
全
卷

=

一
、
五
三

二
頁

(15
)

聖
寶
は
貞
觀

十
七
年
に
東
大
寺
東
南
院
建
立
に

つ
い
て
は

「
東
南
院
務
次
第
」

日
佛
全
卷

一
二
二
、

一
五
七
頁

(16
)

井

上
光
貞
著

「
日
本
.淨
土
教
成
立
史

の
研
究
」
第

四
章
で
平
安
時
代
、

維
摩

會
講
師

に
邏
ば
れ
た
僭
の
出
身
寺
院
を
基
と
し
て
論

ぜ
ら
れ
て

い

る
。
三
八
六
頁
參
照

(17
)

コ
ご
國
[佛
法
傳
逋
縁
起
」
卷
申

三
論
宗

聖
寶

の
條

日
佛
全
卷

】
〇

一
、

一
一
二
頁

(18
)

「
三
論
組
師
傳
集
」
卷
下
日
佛
全
卷

一

=

、
五
二
八
頁
以
下

(19
)

「東
南
院
務
次
第
」
日
佛
全
卷

一
二
二
、

一
五
七
頁
以
下

(20
)

「
拾

笹
往
生
傳
」
卷
下

續
淨
全

六
卷
、
八
五
頁

(21
)

同

書

續
淨
全
六
卷

、
八
六
頁

(22
)

同

圭
口

繕
腿.淨
全

亠ハ
卷
、
八
五
頁

(23
)

同

書

績
.淨
全
六
卷

、
八
五
頁

(24
)

同

書

續
淨
全
六
卷

、
八
六
頁

(25
)

㊧
⑱
參
照

(26
)

「
拾

遮
往
生
傳
」
卷
下

績
淨
全

六
卷
、
八
六
頁

(27
)

「
僭
綱
補
任
」
第

五
日
佛
全
卷

=

一三
、

二
二
六
頁

「
拾

遣
往
生
傳
」
卷
下

續
淨
全
六
卷

、
八
六
頁

(28
)

「
拾
逍
往
生
傳
」
卷
下

續
淨
全

六
卷
、
八
六
頁

永
觀

・
珍
海

の
淨
土
教
研
究
序
説

四
七



四
八

(29
)

〃

〃

八
六
頁

(30
)

〃

〃

八
六
頁

(31
)

淨
土
依
憑
經
論
章
疏
目
録
、

日
佛
全
卷

一
、
佛
教
書
籍
目
録
第

一
、
三
四
四
頁
～

三
五
三
頁
參
照

(32
)

θ
大
日
本
史
料
第
三
編
之
十
二
、

「
往
生
荏
因
見
聞
」
撰
號
之
事

一
二
〇
頁

◎

「
往
生
拾
因
見
聞
」
酉
譽
聖
聡
述
寛

永
二
年
刊
本

(33
)

永
觀

の
東
大
寺
別
當
職
在
任
は
康
和

二
年

(鱒
㎜
)
～
康
和
四
年

(皿
跏
)

「
拾

追
往
生
傳
」
卷
下

に

「
補
二
東
大
寺
別
當

一～
歴
三
箇
年
云
云
」

續
淨
六
卷

八
六
頁

(34
)

「
往
生
拾
因
」
奥
書

淨
全
十
五
卷
、

三
九
四
頁

(35
)

望
西
縷
了
慧
述

「往
生
拾
因
私
記
」
所
牧

藤
原
勃
光

の
後
序
、
淨
全

十
五
卷
、
三
九

七
頁

(36
)

「
拾

追
往
生
傳
」
卷
下

續
.淨
全
六
卷

、
八
六
頁

(37
)

θ
了
意

「
往
生
拾
因
直
談
」
卷
之

一
、
第

六
永
觀
律
師

ノ
傳

の
條

天
和

二
年
刊
二
十
二
一二
丁

O
大
日
本
史
料
三
編
之

十
二
、

=

一三
頁

(38
)

θ

「
往
生
拾
因
見
聞
」
酉
譽
聖
聡
述

◎
大

日
本
史
料
三
編
之
十
二
、

=

一
四
頁

(39
)

「
拾
遣
往
生
傳
」
卷
下

續
.淨
全
六
卷
、
八
六
頁

(40
)

「
中
右
記
」
天
仁
元
年

の
條

(41
)

源
信

「
廿

五
三
昧
式
」
井
上
光
貞
著

「
日
本
淨
土
教
成
立
史

の
研
究
」

一
四
八
頁
、

一
五

一
頁
、

一
六
七
頁
～
二
二
九
頁
、

二
九
五
頁

～
二
九

六
頁
參
照

(24
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三

七

一
頁
に

「
念
佛

一
行
開

爲
二十
因

一」
と
あ

っ
て

「
廣
大
善
根
故
」
～

「
隨
順
本
願
故
」
ま
で
記
す

(43
)

「
往
生
拾
因
」
第

一
、

一
心
稱
二念
阿
彌
陀
佛

一廣
大
善

根
故
得
二
往
生
以
下
第

十
因
ま

で

淨
全
十
五
卷
、

三
七
二
頁
～
三
九
四
頁

(
44
)

「
往
生
講
式
」
に

「
今
此
講
演
略
有

二
七
門

己

一
、
發
菩
提
心
門
、

二
、
懴
悔
業
障
門
、
三
、
隨
喜
善
根
門
、
四
、
念
佛
往
生
門
、
五
、
讃
歎
極
樂
門
、

六
、
因
圓
果
滿
門
、

七
、
廻
向
切
徳

門
淨
全
十
五
卷

、
四
六
七
頁

(45
)

井
上
光
貞
著

「
日
本
淨
土
教
成
立
史

の
研
究
」
四

=
二
頁

藤
堂
恭
俊
氏
論
文

「
禪
林
寺
永
觀
律
師

の
淨
土
教
思
想
」

(
日
本
佛
教
學
會
年
報
第

二
十

二
號
、
昭
三

一
年
度

)
四

一
頁
に
よ
る
と
、

永
觀

が



稱
名

に
歸
し
た
こ
と
が
專
ら
無
常
感
を
契
機
と
し

て
い
る
と
論

じ
て
い
る
。

(46
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全

十
五
卷
、
三
七

一
頁

(47
)

「
往
生
講
式
」
淨
全
十
五
卷
、
四
六
八
頁

(48

)

「
本
朝
高
僭
傳
」
卷
第
十

一
、
永
觀
傳

の
條

日
佛
全
卷

一
〇

二
、

一
八
九
頁

(49
)

「
往
生
拾
因
私
記
」
卷
之
上
、
淨

全
十
五
卷
、
三
九
五
頁

(50
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
九

四
頁

(51
)

「
往
生
講
式
」
淨
全
十
五
卷
、
四
六
八
頁

(52
)

源
信

「
往
生
要
集
」
淨

全
十
五
卷
、
三

七
頁

(53
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、

三
七

一
頁

(54
)

「
往
生
講
式
」
淨
全
十
五
卷
、

四
七
三
頁

(55
)

「
往
生
拾

因
」
淨
全
十
五
卷
、

三
七
五
頁

(56
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、

三
七
七
頁

(57
)

「
往
生
拾
因
」
卷

頭
に

「
念
佛
宗
永
觀
集
」

と
あ
る
、
淨
全
十
五
卷
、
三

七

一
頁

(58
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、

三
九

四
頁

二

、

永

觀

の

淨

土

教

思

想

永

觀

の
淨

土

教

思

想

は

全
體

的

に

「
往

生

拾

因

」

「
往

生

講

式
」

な

ど

の
薯

述

に
お

い
て
う

か

が

ひ
得

る
も

の

で
あ

る
。

そ

の
思

想

的

論

據

と
す

る
論

薯

と
し

て
は
、

嘉

祚

の

「
觀
無

量

壽

經
疏

」

曇

鸞

の

「
往

生

論

註

」
、

道

綽

の

「
安

樂

集
」
、

善

導

の

「
觀

無

量

壽

經

疏
」
、

懐

感

の

「
釋

淨

土

群

疑

論

」

等

が

見

受

け

ら

れ

る
が

、

永

觀

は

「
往

生

拾

因
」

の
序

に
於

い
て

「依
ご道
綽
之
譲

灰

藩

名
順

懐
感
舊
儀
謝

聲
念
佛
有
時
五
體
投
レ地
二稱
念
諏

ロ

永
觀

。
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説

四
九



五
〇

ど
、
そ
の
思
想
就
中
、
教
義
的
實
牋
的
根
據
を
道
綽
及
び
懷
感
と
に
見
出
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

「往
生
拾

因
」
そ
の
も
の
に
就

い
て
内
容
的
に
深
く
ほ
り
下
げ
て
行
く
程
善
導
の
思
想
的
影
響
が
著
し
く
見
出
さ
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。
即
ち
善
導

の

「散
善
義
」
の

受
容
と
云
う
こ
と
が
、
提
起
さ
れ
る
。
序
文
の
中
で
、
自
ら
永
觀
の
述
べ
て
い
る
こ
と
と
相
ひ
通
ぜ
ざ
る
矛
盾
性
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら

な

い
と
考

へ
ら
れ
る
。
か
か
る
矛
盾
し
て
い
る
も
の
と
は

一
體
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
云

へ
ば
、

「往
生
拾
因
」
に
は
、
そ
れ
に

先

立
つ
て
成
立
を
み
た
所
の
惠
心
僭
都
源
信
の

「往
生
要
集
」
に
見
出
す
事
の
出
來
な
か
つ
た
善
導
の

「觀
經
疏
」

の

「散
善
義
」

の

文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
、
源
信
は

「往
生
要
集
」
を
著
述
す
る
に
當

つ
て
善
導
の
著
述
そ
の
も
の
に
就

い
て
全
然
、
思
想
的

根
據
と
し
て
の
注
目
を
拂
わ
な
か
つ
た
と
、
云
う
の
で
は
な
く
、

「觀
念
法
門
」

「往
生
禮
讃
」

「玄
義
分
」
等
を
、
引
用
し
て
い
る

に
も
か
か
麗
Wb
ず
何
故

「散
善
義
」
を
依
用
し
な
か
つ
た
か
と
云
う
問
題
で
あ
る
。
源
信
の

「往
生
要
集
」
ど
永
觀

「
往
生
拾
因
」
の

成
立
年
代
的
理
由
の

一
端
も
あ
ろ
う
が
、
永
觀
の
思
想
構
成
の
上
に

「散
善
義
」
受
容
と
云
う
こ
と
が
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
か
か
る

善
導
の

「觀
經
疏
」
就
中

「散
善
義
」
に
封
す
る
注
目
、
關
心
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
淨
土
教
思
想
發
展
過

程
に
於

い
て
も
注
目

す

べ
き
點
で
ぼ
な
か
ろ
う
か
。

　
ヨ
　

卒
安
時
代
の
淨
土
教
家
に
於

い
て

「觀
經
疏
」
の
思
想
的
受
容
の
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
永
觀
も
か
か
る
傾
向
に
注
目
し
、

「散
善
義
」

の
受
容
と
云
う
事
を
問
題
硯
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
觀
の
淨
土
敏
思
想
を
全
體
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

「
觀
經

疏
」

の
思
想
を
無
覗
出
來
な
い
も
の
が
あ
り
、
自
ら
の
教
學
の
中
に
吸
收
し
よ
う
と
す
る
永
觀
の
態
度
を
重
靦
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
・
か
か
る
觀
點
に
立
つ
て

「往
生
拾
因
」

の
も
つ
全
體
的
内
容
を
幾
分
な
り
と
も
う
か
が
ひ
得
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
永
觀
の

「觀

經
疏
」
受
容
と
云
う
課
題
に
も
答

へ
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。

永
藻

程

生
拾
因
L
に
於
い
て

惷

箜

行
開
爲
二+
襲

と
な
し
・
念
佛
に
+
種
の
往
生
因
が
具
憊

て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、



そ
の

一
々
に

コ

心
稱
念
阿
彌
陀
佛
」

と
專
ら
稱
名
念
佛
を
勸
め
て
い
る
こ
と
を
読
き
、

「往
生
拾
因
」
に
顯
れ
て
い
る
念
佛
思
想
の

も

つ
性
格
を
決
定
す
る
も
の
は
實
に

コ

心
稱
念
」
に
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
十
因
の

一
々
の
條

に
、

(
5
)

コ

心
稱
二念
阿
彌
陀
佛
一…
…
故
必
得
二往
生
こ

の
標
題
を
お
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
う
な
づ
け
る
事

で
あ
る
。

さ
て

「往
生
拾
因
」
に
於
い
て
善
導
の

「觀
經
疏
」
散
善
義

の
受
容
を
最
も
顯
著
に
思
想
的
根
據
と
し
て
論
述
し
て
い
る
内
容
と
し

て
先
ず
第
十
因
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

つ
て
、

「
往
生
拾
因
」
第
十
因
を
明
す
條
に
、

(
6
)

「
第
十

一
心
稱
二念
阿
彌
陀
佛

一隨
順
本
願
故
必
得
ご往
生

一」

と
し
、
念
佛
が
本
願

に
隨
順
す
る
行
で
あ
る
か
ら
往
生
因
と
な
り
得

る

こ
と
を
論
證
す
る
思
想
根
據
を
、

(
7
)

「
本
願
云
十
方
衆
生
至
レ
心
信
樂
欲
レ
生
二我
國

一乃
至
十
念
若
不
レ生
者
不
レ
取
正
覺
一云
云
」
ど

「無
量
壽
經
」
の
第

十
八
願

の
文
を
引

用

さ
れ
て
、

「善
導
和
尚
云
、
行
有
三
一種
ハ
一
一
心
專
二念
彌
陀
名
號
一是
名
二正
定
業
一。
順
二彼
佛
本
願
一故
、
故
若
依
一一禮
誦
等
一印
名
二
師
助
業
一

　
　
>

除
二此
二
行
一自
餘
諸
善
悉
名
二雜
行

こ

(
9
)

と
云
ひ
、
ま
さ
し
く
永
觀
は
善
導
の

「
觀
經
疏
」
散
善
義
に
示
さ
れ
て
い
る

「就
行
立
信
釋
」
を
繼
承
し
往
生
の
行

に
つ
い
て
正
雜
二

行
、

正
助
二
業
の
分
別
読
を
引
用
さ
れ
稱
名
が
本
願
に
隨
順
す
る
行
で
あ
る
か
ら
正
定
業
と
云
は
る
べ
き

事
に
注
目
し

「是
故
行
者

　
o
　

係
二念
悲
願

一至
レ
心
稱
念
除
二
不
至
心
者
一不
レ
順
ご本
願
一故
」

と
結
論
し
て
い
る
。
更
に
正
定
業
と
し
て
の
稱
念

の
上

に
張
く
至
心
と
云

う
事
を
打
ち
立
て
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
こ
と
は

「無
量
壽
經
」
に
読
か
れ
て
い
る
所
の
第
十
八
願
、
念
佛
往
生
の
願
に
封
す
る
永
觀
獨
自
の
思
想
的
見
解
を
明
白
に

論

ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
永
觀
が
第
八
因
を
明
す
條
に
、

永
觀
・
珍
海
の
淨
土
鐓
研
究
序
説

五
一



五

二
c　
　

「
此
人
欲
レ生
二我
國

一口
唱
二我
名

一心
獪
散
亂
若
非

二

心
一違
二我
本
願
一可
レ耻
早
速
制
伏

一
心
不
レ
亂
云
云
」

と
云
う
見
方
と
同

一
の
思
想
形
態
で
あ
り
、
又
第
七
因
を
明
す
條
に
も
、

「
心
餘
縁
不
レ堪
一一專
念

一散
亂
甚
多
豈
得
二
成
就
發
レ聲
不
レ絶
稱
念
二
佛
號
二
二
業
相
應
專
念
自
發
故
觀
經
読
至
レ
心
稱
名
令
ご聲
不
レ絶

(
12

)

云
云
」
と
云
つ
て
い
る
も
の
同
じ
見
解
で
あ

つ
て
、
永
觀
は
正
定
業
、

第
十
八
願

の
念
佛
、

下
下
品
の
稱
名
を
も

つ
て
散
心
の
稱
念
で

C
　
　

は
な
い
と
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ

「
往
生
拾
因
」

の
念
佛
は
稱
名
念
佛

の
實
踐
を
張
調
し
た
念
佛
の
特
質
と
云
う

べ
き
も
の
が
う
か
が

へ
る
所
で
あ
る
。

(
14
)

か
く
し
て

「
往
生
講
式
」
も
第
十
八
願

の
文
を
出
し
て
本
願
が
あ
る
故
に
往
生
し
得
る
事
を
論
ぜ
ら
れ
て

い

る

が
、

こ
の
よ
う
に

「
本
願
の
行
」
と
し
て
稱
名
が
彊
く
打
ち
出
さ
れ
て
來
る
思
想
は
、
永
觀
以
前

の
日
本
淨
土
教
思
想
に
は
見
ら
れ
得
な
い
所
で
あ
る
。

(
15

)

(
16

)

印
ち
元
興
寺
智
光

の
淨
土
教
思
想
を
初
め
ど
し
て
良
源
の

「極
樂
九
品
往
生
義
」
源
信
の

「
往
生
要
集
」
靜
照
の

「極
樂
遊
意
」

「四

(
17

)

十
八
願
釋
」
等
に
お
い
て
も
、
第
十
八
願
そ
の
も
の
に
就
い
て
の
思
想
内
容
が
制

る
所
で
あ
つ
て
も

「本
願

の
行
」
と
し
て
稱
名
は
永

觀

に
於
い
て
顯
著
に
現
わ
れ
て
い
る
事
は
如
何
な
る
思
想
的
根
據
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
云
う
ま
で
も
な
く
善
導
の
思
想
に
依
る

所

で
あ

つ
て
、
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
は

「
觀
經
疏
」
散
善
義

で
あ
る
。
從
つ
て
、
永
觀
が

「
一
心
專
念
」
な
る
文
を
以
つ
て
稱
名
正

定
業
読
を
な
し
て
い
る
事
は
特
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
點
で
あ
る
。
か
く
考

へ
ら
れ
て
來
る
と
き
、
法
然
に
よ

つ
て
主
張
さ
れ
て
來

る
稱
名
が

「選
擇
本
願
」
の
行
と
し
て
思
想
的
に
組
織
さ
れ
、
主
張
さ
れ
て
來

る
の
で
あ

つ
て
、
法
然
自
身
も
思
想
的
根
據
と
し
て
善

導

の
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
法
然
が
源
信
に
見
ら
れ
な
か

つ
た

「觀
經
疏
」
散
善
義
、
特
に
「
淨
土
開
宗
」
の
文
と
云

は
れ
て
い
る

「
一
心
專
念
」
の
思
想
に
至

つ
た
の
は
、
實
に
永
觀
に
導
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
こ
れ
を
實
證
す

べ
き
文
献

く
　
)

資
料
は
見
出
せ
な
い
所
で
あ
る
が
、
永
觀
、
法
然

の
間
に
思
想
的
關
係
が
あ

つ
た
と
み
て
も
決
し
て
無
理
で
な

い
と
思
は
れ
て
來
る
。



か
く
し
て
兩
者
間
に
於
け
る

「觀
經
疏
」
の
散
善
義
の

「就
行
立
信
釋
」

の
受
容
と
、
そ
の
同

一
思
想
に
立
脚
し
な
が
ら
も
相
異
な
る

思
想
形
態
が
存
在
す
る
所
に
注
意
す

べ
き
で
あ
わ
て
、
そ
こ
に
思
想
受
容
に
於
け
る
各
々
の
思
想
的
立
場

の
相
違

と
云

つ
た
所
に
存
す

る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
永
觀
は
稱
名
を
以

つ
て

「隨
順
本
願
」

の
正
定
業
で
あ
る
と
云
う
事
は
前
述
し
た
所
で
あ
る
が
、
念
佛
の
實
踐
に
就

い
て
、

一

心
に
專
ら
之
を
修
す

べ
き
事
を
論
じ
て
い
る
事
に
注
目
す
る
と
、
即
ち

「往
生
拾
因
」

の
序
に

「早
抛
二
萬
事
一速
求
一二

心
一依
二
道
綽
之
遺
誠
二火
急
稱
名
順
二
懐
感
舊
儀
一
勵
聲
念
佛
有
時
五
體
投
レ
地
稱
念
有
時
合
掌
當
レ
額
專
念

(
19
)

云
云
」

と

云

ひ
或

は
、

第

一
因

の
條

に

(
20
)

「今
値
二
大
善
名
號
一是

一
生
之
大
慶
、

豈
不
下
棄
一一衆
事
一念
中佛
號
上
哉
、

若
今
生
空
過
出
離

云
云
」
と
云
ひ
、

更
に
又
、
第
八
因
の

條
に
、

「
依
レ期
行
者
廢
二餘

一
切
諸
願
諸
行

一唯
二願
唯
三行
念
佛

]
行
一散
慢
之
者
千
不
一二

生
一專
修
之
人
萬
無
二
一
失

一然
人
不
一禾

石
一好
專

(
21
)

念
自
發
云
云
」

と
述

べ
て
い
る
所
よ
り
察
す
る
と
き
、
明
か
に
永
觀
の
念
佛
實
踐
の
思
想
は
餘
行
を
廢
捨
し
て
、
念
佛

の

一
行
に
專
修
す
べ
き
事
を
強

調
し
て
い
る
。

か
か
る
事
が
見
ら
れ
て
來
る
と
き
、

永
觀
の
淨
土
敏
思
想
は
法
然
淨
土
教
と
の
間
に
於

い
て
思
想
的
立
脚
點
、

特
に

「
本
願
隨
順
」

の
念
佛
行
そ
の
も
の
に
焦
點
を
絞
る
と
き
相
互
に
相
通
ず
る
思
想

の
あ
る
所
を
見
出
し
得
る
事
は
、
以
上
論
述
し
て
來

た
所
に
よ
つ
て
幾
分
共
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
た
と
思
う
が
、
そ
の
反
面
永
觀
と
法
然
と
に
於
け
る
思
想
の
相
異
す
る
點
に
就

い
て

考
察
す
る
な
れ
ぼ

「
往
生
拾
因
」
に
於
け
る

コ

心
」
と
云
う
問
題
が
提
起
さ
れ
よ
う
。
印
ち
、

コ

心
」
は
專
念

の

「
一
心
」
で
あ

り

「三
昧
の

一
心
」
で
あ
つ
て
、
稱
名
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
點
で
あ
る
。

「
往
生
拾
因
」
第
七
因
を
論

永
觀
隔
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説

五
三



五
四

ず

る

條

に
、

「
近

代

行

者

念

二
佛

名

一時

雖

レ
動

二
舌

口

二
而

不

レ
發

レ
聲

…

…
中

略

…

…
心

餘

縁

不

レ
能

二
專

念

一散

亂

甚

多

豈

、

得

二
成

就

一
發

レ
聲

不

レ
絶

　
ぬ
　

稱
二念
佛
號

一三
業
相
應
專
念
、
自
發
故
觀
經
設
至
レ
一
心
稱
名
令
二聲
不
ツ
絶
云
云
」
と
述

べ
或
は
、

　
お
　

「或
徒
然
日
或
寂
然
夜
向
レ西
合
掌
澄
レ聲
稱
念
隨
二
數
遍
之
積
一專
念
漸
以
發
云
云
」

と
し
、

第
七
因
で
は

「
一
心
稱
一念
阿
彌
陀
佛
一

三
業
相
應
故
必
得
二往
筆

辷

・
稱
名
が
舌
螽

か
す
故
に
身
業
で
あ
り
・
馨

發
す
る
が
故
に
畢

で
あ
り
・
意
に
依
る
が
故
に

意
業
で
あ
る
と
し
、
稱
名
こ
そ
が
三
業
相
應

の
業
で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
の
三
業
相
應

の
稱
名
に
よ
つ
て

一
心
專
念
を
發
す
る
こ
と
が

出
來
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。
永
觀
に
よ
る
と
口
業

の
稱
名
を
修
す
る
の
は
、
專
念
を
起
さ
ん
が
爲
で
あ
り
、
專
念
を
成
就
し
な

け
れ
ば
往
生
の
果
を
得
ら
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
同
じ
く
第
七
因
の
條
に
於

い
て
、

「爲
レ成
二專
念
一今
勸
二三
業
相
應
口
業
一設
雖
一
1
Qr5
,專
念
若
發
引
業
即
成
必
得
二
往
生
一設
雖
二
萬
遍
一專
念
不
レ發
引
業
未
熟
不
レ得
二

　
あ
　

往

生

一
云
云
」

と

結
論

さ

れ

て

い

る

こ
と

が

う

か

が

わ

れ

て
來

る

の

で
あ

る
。

か

く

て
又

、

第

八

因

を

明

す

條

に
於

い
て

は
、

　
お
　

「第
八

一
心
稱
二念
阿
彌
陀
佛

一三
昧
發
得
故
必
得
二往
生
こ

と
し
、

「凡
夫
行
者
誰
從
二初
心
一有
二得
定
者

一從
ご散
位
一入
二定
位
一是
三
乘
行
人
入
聖
之
便
也
施
二彼
黒
鳥

一爲
レ得
ご日
鵐
一唱
二此
散
稱
一爲
レ

(
27

)

發
二專
念
一而
今
不
レ
肯
一一散
稱

一蓋
是
無
レ志
甚
也
云
云
」
と
論
じ
て
い
る
所
よ
り
し
て
、

散
位

の
稱
名
を
修
す
る
の
は
定
位
に
入

つ
て
三
昧
を
發
得
す
る
た
め
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
も

の
で
あ

つ
て
、

(
28
)

「十
因
之
興
意
在
二斯
因
一」
と
し
て
、
こ
の
三
昧
發
得
は
永
觀
が
第
八
因
の
論
證
を
述

べ
る
に
當

つ
て
、
彼
の
本
意
と
し
て
い
る
所

　
み
　

の
重
要
な
位
置
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。



か
く
て
三
昧
に
依
つ
て

一
心
を
得
て
、
そ
の
上
に
に
專
念
を
修
す
べ
き
こ
と
を
論
ず
る
理
由
に
就
い
て
、

「諸
法
本
無
二
自
性
一唯
是

一
心
所
作
流
轉
生
死
心
之
染
相
趣
向
菩
提
心
之
淨
相
但
散
心
事
難
レ
成
專
念
業
易
レ
成
如
下彼
酒
反
一一河
申
一

　
　
　

箭
穿
中
石
裏
上
非
二
麹
弓
之
功
一是

一
心
之
力
也
染
淨
諸
法
皆
以
如
レ
是
往
生
淨
土
業
豈
不
レ依
二
一
心
一哉
云
云
」

と
述

べ
て
い
る
所
よ
り
察

す
る
と
、
郎
ち

「散
心
」
と
云
う
も
の
は
染
で
事
成
就
す
る
の
が
難
で
あ
り
、

「定
心
」
と
は
淨
で
事
成
就
が
容
易
で
あ
つ
て
菩
提
に

趣
向
す
る
に
も

「淨
心
」

の

一
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
淨
土
に
往
生
す
る
に
も

一
心
に
依
る
ど
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
事

に
よ
つ
て
永
觀
が

「念
佛
宗
」
と
自
ら
告
白
し
な
が
ら
も
教
義
思
想
上
に
於

い
て
聖
道
門
か
ら
離
れ
る
事
が
出
來

な
か
つ
た
事
を
よ
く

物
語

つ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
永
觀
は
第
十
八
願

の

「至
心
」
を
も
定
心
と
云
う
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
　
　
　

「
此

人

欲

レ
生

二
我

國

一
口

唱

二
我

名

一
心

獪

散

亂

、

若
非

二
一
心

一
違

二
我

本

願

一可

レ
耻

早

速

制

伏

一
心
不

レ
亂

云
云
」

と
述

べ
、

こ

こ

に
法

然

の
思

想

と
大

き

く

意
味

を
反

し

て

い
る

も

の

で
あ

る
。

し

か

し

て
又

、

永

觀

は
、

第

九

因

を

明

す

條

に
於

い

て

は
、

(32
)

コ

心
稱
二念
阿
彌
陀
佛
一法
身
同
體
故
必
得
二
往
生
己

と
し
、

「今
以
二諸
法
無
自
性
一故
法
性
無
レ阻
法
界

一
相
是

一
相
故
心
無
二分
別

一故
妄
念
印
止
頓
二
悟
如
來
卒
等
法
身

一佛
與
二
衆
生
一
同
體
無

　
お
　

異
衆
生
同
體
佛
利
二穢
土
一無
レ障
諸
佛
同
體
衆
生
往
二淨
土
一云
云
」
と
論
じ

印
ち
佛
と
衆
生
と
は
も
ど
同
體
無
異
で
あ
る
か
ら
、

佛

が
穢
土
を
利
し
、
衆
生
が
淨
土
に
生
ず
る
こ
と
が
出
來
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
須
ら
く
法
身
同
體

の
觀

を
修
し
て
往
生
す

べ

き
事
を
説
き
、

　
ぬ
　

「往
生
淨
土
業
無
レ如
二此
觀

一今
觀
二
今
觀
行
者
法
身
同
體
妄
輕
二
自
身
一勿
レ生
一疑
惑
一矣
」

と
云
つ
て
永
觀
が
こ
の
よ
う
に
法
身
同

體
を
觀
ず
べ
き
こ
と
を
張
調
し
妄
り
に
自
身
を
輕
ん
ず
る
こ
と
な
き
よ
う
ま
で
主
張
し
て
い
る
點
よ
り
、
こ
れ
を
察
す
る
と
き
善
導
が

永
觀

・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説

五
五



五
六

「觀
經
疏
」
散
善
義
に

「罪
惡
生
死

の
凡
夫
」
と
云
う
内
省
に
深
く
徹
し
、
阿
彌
陀
佛
の
本
願
に
信
順
す

べ
き
こ
と
を
読

い
た
の
と
大

き
な
差
異

の
あ
る
事
を
認
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
、
永
觀

の
思
想
的
根
本
立
場
は
、
善
導

の
著
述
就
中
、

「觀
經
疏
」
散
善
義
に
よ
つ
て

「隨
順
本
願
」
の
思
想
を
論
述
し

た
に
も
拘
ら
ず
、
以
上
述

べ
て
來
た
よ
う
な
深

い
觀
法
を
説

い
た
理
由
と
し
て
、
善
導

の
思
想

(特
に

「觀
經
疏
」
を
中
心
に
)
を
吸

收
す
る
に
當

つ
て
永
觀
自
ら
に
既
成
し
て
い
た
法
身
同
體
説
な
ど
に
よ
つ
て
指
摘
出
來
た
よ
う
に
、
全
く
聖
道
門
的
思
想
i

(三
論
教

學
)
1

見
解

の
立
場
か
ら
脱
し
得
な
か
つ
た
事
は
當
然
の
歸
結
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ず
永
觀
の
淨
土
敏
思
想
上

に
於
い
て
表
面
に
顯

は
れ
て
い
る
も
の
を
以

つ
て
理
解
し
永
觀

の
思
想
が
、
か
く
あ
る
と
速
斷
す
る
事
は
危
險
性
を
は
ら
ん
で
い
る
見
方
で
あ

つ
て
、
彼
の

思
想
的
立
場
を
充
分
に
檢
索
す
る
事
に
よ
つ
て
始
め
て
淨
土
教
思
想

の
眞
實
性
を
認
め
て
行
く
事
が
出
來
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
永
觀
が
聖
道
門
的

(三
論
教
學
)
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
と
も
か
く
以
上
述

べ
て
來
た
事
よ
り
察

す
る
と
き
、
稱
念

の

一
行
を
注
目
す
る
に
至

つ
た
事
は
、
全
く

「觀
經
疏
」
散
善
義
の
思
想
的
影
響
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
う
し
た
稱
念

の
張
調

の
背
後
に
は
永
觀
自
身
に
於
い
て

「名
號
觀
」

の
存
す
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

印
ち

永
觀
ば

「往
生
拾
因
」

の
第

一
因
を
明
す
條
に

「廣
大
善
根
故
」
と
云
う
標
題
の
基
に
、
そ
の
論
證
を
し
て
い
る
事
で
あ

つ
て
、
〃

「彌
陀
名
號
中
印
彼
如
來
從
一一初
發
心
一乃
至
佛
果
。
所
有

一
切
萬
行
萬
徳
。
皆
悉
具
足
無
レ有
二缺
減
一。
非
二
唯
彌
陀

一
佛
功
徳
⑩
亦

攝
二
十
方
諸
佛
功
徳
一。
以
三
一
切
如
來
不
・離
二阿
字
一故
。
因
レ
此
念
佛
者
諸
佛
所
ご護
念
↓
今
此
佛
號
文
字
雖
レ
少
具
二
足
衆
徳
殉如
三如

意
珠
形
體
雖
レ少
雨
二無
量
財

一。
何
況
四
十
二
字
功
徳
圓
融
無
礙
。

一
字
各
攝
二諸
字
功
徳
↓阿
彌
陀
名
如
レ
是
無

量
不
可
思
議
功
徳
合

(
35

)

成
。

一
稱
二南
無
阿
彌
陀
佛
一印
成
二廣
大
無
盡
善
根
一云
云
」

と
述

べ
名
号

の
功
徳
の
無
上
深
廣
な
る
事
を
明
し
更
に
又
、



「
彌
陀
名
號
殆
過
二大
陀
羅
尼
之
徳
幻
又
勝
ご
法
華
三
昧
之
行
ハ故
但
稱
二佛
名
一直
至
二道
場
一
况
往
二生
淨
土
一
豈
有
二留
難
ハ我
等
有
三何

(
36

)

宿
善

一幸
今
値
一此
佛
號

一無
上
功
徳
不
レ求
自
得
淨
土
之
業
云
云
」
と
あ

つ
て
、

名
號
が
佛
の
因
行
果
徳
の

一
切
を
具
足
し
、

而
も
當
時

最
も
重
要
靦
さ
れ
た
眞
言

の

「陀
羅
尼
」
天
台

の

「法
華
三
昧
」
に
も
勝
過
す
る
と
論
ぜ
ら
れ
た
所
に
永
觀
の
名
號
觀
を
張
調
し
稱
名

の
行
そ

の
も
の
に
強
力
性
を
示
し
た
か
を
充
分
に
う
か
が
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
考

へ
ら
れ
る
と
き
、
永
觀
の
淨
土
教
思
想
は
要
す
る
所
、
法
身
同
體
読
を
根
本
的
立
場
を
と
り
、
そ

の
見
解
の
上
に
淨
土

教
思
想
を
受
容
、
吸
收
し
な
が
ら
も
異
質
的
な
思
想
を
組
織
し
て
い
る
點
に
大
き
な
意
義
を
見
出
す
も
の
で
あ

つ
て
、
永
觀
の
淨
土
教

思
想
は
聖
道
門
に
附
順
す
る
實
踐
上
の
問
題
の
上
に
、
そ
の
思
想
が
組
織
展
開
さ
れ
た
ど
云
う
事
が
出
來
よ
う
。

か
く
し
て
、
稻
葉
秀

(
ε乙
)

賢

氏

は

「
往

生

拾

因
」

の
念

佛

は
易

行

か

ら
出

發

し

て
却

つ
て

そ

の
方

向

は

ひ

た
す

ら
阿

字

本

不

生
自

性
印

空

の
理

觀

に
向

け

ら

れ

て

い
る

と

念

佛

の
結

論

を

述

べ
ら

れ

て

い

る
事

も

當

然

と

云

は

な

け

れ

ぼ

な

ら

な

い

で
あ

ろ

う
。

註

(1
)

淨
全
十
五
卷

三

七

一
頁

(2
)

源
信

「往
生
要
集
」
淨

全
十
五
卷

三

七
頁
～

一
五
五
頁

(3
)

惠
谷
隆
戒
氏
論
文

「
亭
安
朝

に
於
け
る
善
導
の
往
生
思
想
受
容

に

つ
い
て
」

の
論
稿

の
申
に
於

い
て
、

特
に
善
導

の
散
善
義

の
受
容

は
叡
山
系

淨
土
教
よ
り
も
、
南

都
系

の
淨
土
教

の
方

に
善
導

の
觀
經
疏
を
重
要
覗
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
、
(佛
教
論
叢
第

五
號

、
昭
三
、
十

一
、
十

一
淨

土
宗

教
學
院
刊
)

八
頁
以
下
、
特

に
源
隆
國

の

「安
養
集
」
に
於

い
て
著
し
く
見
受
け
ら

れ
る

と
し

て
い
る
、
九
頁

以
下
～
十

一
頁
ま
で
參
照

。

(4
)

淨
全
十

五
卷

三
七

一
頁

(5
)

淨
全
十
五
卷

三
七
二
頁

(6
)

淨
全
十
五
卷

三
九

一
頁

永
觀

.
珍
海

の
淨
土
教
研
究
序
説

五
七



五
八

(7
)

淨
全
十
五
卷

三
九

コ
貝

(8
)

淨
全
十
五
卷

三
九

一
頁

(9
)

善
導

の

「
觀
經
疏
」
散
善
義
就
行
經
信
釋

淨
全

二
卷

五

七
頁
以
下

(10
)

淨
全

十
五
卷

三
九

一
頁

(11
)

淨
全

十
五
卷

三
八
五
頁

(12
)

淨
全
十
五
卷

三

八
三
頁

(13
)

藤
堂
恭
俊
氏
論
文

「
禪
林
寺
永
觀
律
師

の
淨

土
敏
思
想
」
日
本
佛
教
學
會
年
報
第

二
十
二
號
、
昭
三
十

二
、
三
月
刊
、

三
四
頁
參
照

(14
)

「
往
生
講
式
」
淨
全
十
五
卷

四
七
〇
頁
に

「
餘
諸
佛
中

未
レ
發

二如
レ
是
悲
願

一設
佛
無
二
十
念
願

一土
生
二
五
逆
者

一誰
絶
レ
望
乎
設

土
無
二
五
迸
者

一

佛
在
二
十
念
願

一蓋
レ
係
レ恃

乎
以
非
二
極

樂
一者
何
欣
二淨

土
一非
二
本
願

一者
誰
生
二
極

樂
一云
云
」
と
あ
る

(15
)

良
源

「
極
樂
九
品
往
生
義
」
淨
全
十
五
卷

一
頁
～
三
六
頁
參
照

(16
)

靜
照

「
極
樂
遊
意
」
東
大
寺
圖
書
館
藏
佛
教
學
論
叢

(龍
大
第

一
號
所
收
)

(17
)

〃

「
四
十
八
觀
釋
」
續
淨
全
十

七
卷

一
頁
～
三
八
頁

(18

)

香
月
乘
光
氏
論
文

「
永
觀

の
淨
土
敏

」
佛
教
大
學

々
報
三
十
號

昭
三
十
、
三
月
刊
八
三
頁
參
照

(19
)

淨
全
十

五
卷

三
七

一
頁

(20
)

淨

全
十
五
卷

三

七
四
頁
～
三
七
五
頁

(21
)

淨
全
十
五
卷

三
八
四
頁

(
22
)

淨
全
十
五
卷

三

八
三
頁

(23
)

淨
全
十
五
卷

三

八
四
頁

(
24
)

淨
全
十
五
卷

三

八
三
頁

(25
)

淨
全
十
五
卷

三
八
四
頁

(26
)

淨
全
十
五
卷

三
八
四
頁

(27
)

淨
全
十
五
卷

三
八
五
頁

(28
)

淨
全

十
五
卷

三
八
七
頁



(29
)

藤
堂
恭
俊
氏
論
文
、
前
碣
三
六
頁
參
照

(30
)

淨
全
十
五
卷

三
八
四
頁

第

八
因

の
條

(31
)

淨
全

十
五
卷

三
八
五
頁

(32
)

淨
全
十
五
卷

三
八
七
頁

(33
)

淨
全

十
五
卷

三
八
八
頁

(34
)

淨
全
十
五
卷

三
九

一
頁

(35
)

淨
全
十
五
卷

三
七
二
頁

(36
)

淨
全
十
五
卷

三
七
三
頁

(37
)

稻
葉
秀
賢
氏
論
文

「
往
生
要
集
と
往
生
拾
因

の
念
佛
」
印
度
學
佛
敬
學
第

三
卷
第

一
號
昭

二
十
九
、
九
月
刊
、

一
〇

七
頁
參
照

三

、

珍

海

の

傳

歴

に

つ

い

て

　
ユ
　

珍
海
は

「尊
卑
分
脈
」
に
よ
れ
ば
、
左
大
臣
魚
名
公
の
十

一
代

の
後
裔
、
繪
師
從
五
位
上
内
匠
頭
基
光
の
長
男

で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
印
ち

魚
名

ー
-
冲
駱
-
…
藾

成
1

i
盛
綱

ー
師
忠

蜘

清

講

宗

繪
師

從
五
位
上
内
所
頭

東
大
巳
講

む

　

　

　

1
基

光

-

珍

海

…
行

海

(○
印
筆
者
)

永
觀

・
珍
海
の
淨
土
敏
研
究
序
説

五
九



六
〇

　
　
　

と
あ
り
、
出
家
し
て
後
、
東
大
寺
東
南
院
の
覺
樹
に
師
事
し
て
三
論
を
學
び
、
兼
ね
て
華
嚴
、
法
相
、
因
明
等
を
研
讃

し
、
又
眞
言

の

　
ヨ
　

大
阿
闍
梨
醍
醐
三
寳
院
の
定
海
僣
正
に
よ
つ
て
密
教
の
傳
受
さ
れ
て
お
り
、
正
に
顯
密
二
教
を
兼
學
し
た
名
僣

で
あ
る
と
共
に
、
更

に

　
　
　

佛
謁
師
と
し
て
活
躍
し
名
聲
を
博
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

か
よ
う
な
珍
海
の
出
生
年
次
、
寂
年
に
就
い
て
考
察
す
る
と
先
ず
出
生
年
次
に
就
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
具
體
的
史
料

は

見
出
さ
れ
な
い
が
、
寂
年
を
誌
し
て
い
る
も
の
の
外
に
、
珍
海
が
維
摩
會

の
堅
義
並
び
に
任
命
さ
れ
た
年
次
等
の
資
料
に
基
い
て
逆
算

す
る
と
、
珍
海

の
出
生
年
次
は
明
か
に
な
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
か
か
る
意
味
に
於

い
て
先
ず
、
寂
年
々
次
を
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
に

「本
朝
世
紀
」
が
擧
げ
ら
れ
て
來
る
。
印
ち
、
仁
卒
二
年
十

一
月
廿
四
日
條
に
、

「
廿
四
日
甲
寅
。
天
畴
。
觀
音
院
灌
頂
也
。
權
中
納
言
忠
雅
卿
、
權
右
申
辨
光
房
朝
臣
。
外
記
各

一
人
參
入
行
事
。
去
頃
。
珍
海
已

講
入
滅
云
云
三
論
之
碩
監

ご

あ
つ
て
・
そ
の
寂
年
が
仁
至

年

(D
52
　
　
)
±

月

で
あ
る
事
が
擁

る
・

さ
て
珍
海
は
興
奪

の
維

　
　
　

摩
會
講
師
を
勤
め
た
事
實
を
示
す
に
も
の
に
、

「三
會
定

一
記
」

の
康
治
元
年

の
條
に
、

勅
使
左
中
辨
資
信

五
十
一

霑

元
年
妊

講
師
珍
轟

鱗

竪

義
雛

羈

襯

東
靉

と
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
珍
海
は
年
五
十

一
才
を
も
つ
て
維
摩
會
の
講
師
を
勤
あ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

康
治
元
年

(D
42
　
　
)

に
五
十

一
才
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ぼ
、

逆
算
す
る
と
珍
海

の
出
生
年
次
は
寛
治
六
年

(佃
㎜
)

で
あ
る

こ
と
が
判
り
、
寛
治
六
年
説
を
例
證
す
る
も
の
と
し
て
、
維
摩
會
講
師
を
勤
め
た
年
に
先
立
つ
こ
と
、
二
十
八
年
、
永
久
三
年
、
年
二

十
四
才
を
以

つ
て
維
摩
會
の
堅
義
者
と
し
て
東
大
寺
よ
り
、
靜
順
ど
共
に
、
其
の
席
に
參
列
し
て
い
る
。
即
ち
、

「三
會
定

一
記
」
の

　
　
　

永
久
三
年
の
條
に



勅
使
辨
實
光

丗
九

.同
三
驫

轜
鸛

替

講

湛
轟

難

竪
驫

壟

樊

鏖

堂
供
譲

奮

轟

灘

と
あ
り
、
更
に
珍
海

の
著
述
で
あ
る

「
八
識
義
章
研
習
抄
卷
上
」

の
奥
書
に
、

「字
本
云

保
安
元
年
十
二
月
二
十
九
日
刪
削
畢
去
年
爲
御
堂
竪
義
所
抄
云
云

以
此
善
根
力
、
往
箋

蒙

藩

陀
讙

騁

、
達
見
佛
性
矣

珍
璽

慧

9
)

と
あ

っ
て
、
保
安
元
年

(D
20
　
　
)
を
二
十
九
才
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
依
る
と
、
寛
治
六
年

の
出
生
を
物
語
つ
て
お
り
、
前
記
の

「
三

會
定

一
記
」
の
説
を
確
實
な
ら
し
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
珍
海
の
出
生
年
次
は
寛
治
六
年

で
あ
つ
て
維
摩
會
の
竪
義
並

び

に
講
師
に
な
つ
た
年
次
等
に
よ
つ
て
綜
合
す
る
と
、
寂
年

々
次
は
、
仁
罕
二
年
十

】
月
、
六
十

一
才
を
以

つ
て
入
寂
し
て
い
る
こ
と

が
明
か
と
な
る
。
か
か
る
寛
治
六
年

の
珍
海

の
出
生
年
次
を
基
と
し
て
傳
歴
を
考
察
し
て
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
珍
海
は
興
輻
寺

の
譲

會

の
時
二
+
四
才

で
霧

耆

な
つ
て
列
席
し
て
馳

・
こ
の
妻

よ
り
伺
う
と
き
・
珍
海
は
東
大
寺
に
居
住
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ

つ
て
、
覺
樹

の
も
と
に
師
事
し
て
以
來
、
相
當
の
學
識
を
有
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
得

る
も
の
で
あ
る
。
維

摩
會

の
竪
義
よ
り
四
年
後
、
邸
ち
元
永
二
年

(D
19
　
　
)
に
二
十
八
才

の
と
き

「
八
識
義
章
研
習
抄
三
卷
」
と
著
述
し
て
い
る
。
印
ち
同
書

卷
中

の
奥
書
に
、

「元
永
二
年
月
日

爲
記
持
録
之

保
元
二
年
正
月
十
五
日

刪
創
畢

珍
漑
眇

(安
の
蝋
?
)

と
あ

っ
て
、
こ
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
依
る
と
元
永
二
年
に
著
述
し
た
も
の
を
、
そ
の
翌
年
印
ち
保
安
元
年
並
に
二
年
に
わ

永
觀

.
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説

六
唄



六
二

た

つ
て
刪
創
し
完
全
な
も
の
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
大
治
三
年

(D
28
　
　
)
三
十
七
才

の
と
き
に
彼

の
淨
土
敏
思
想
を
卒
易
な
文
體
を

も

つ
て
略
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

「
菩
提
心
集
二
卷
」
が
著
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
、
奥
書
に
、

「
大
治
三
年
裘

戌
尺

月
六
日

沙
嬰

海
圭
日譁

と
あ
り
、
長
承
三
年

(邇

四
+
三
才
の
と
き

「
大
甕

略
記
私
壟

卷
」
を

著

し

い
る
。

印

ち

同

書

、

奥

書

に
依

る

と
、

「袰

三
年
正
月
+
吾

沙
門
珍
海
私
聾

)
と
あ
つ
三

塗

宗
の
立
場
か
ら
八
不
中
道
の
正
響

略
述
し
た
書
で
あ
る
.
珍
海

は

「大
乘
正
觀
略
私
記

一
卷
」
を
著
し
た
二
年
後
、
即
ち
、
保
延
二
年

(D
跖
　
　
)
四
十
五
才
に
は

「
三
論
玄
疏
文
義
要
十
卷
」

の
大
著
述

を
な
し
て
い
る
。
同
疏
、
奥
書

に
、

(41
)

「保
延
二
年
七
月

一
日

抄
竟
、
自
二
天
承
之
此
一時
待
二暇
際
一兩
三
年
之
間
抄
・之

近
日
分
・卷

三
論
學
沙
門

珍
海
記
」

と
あ
つ
て
中
論
疏
、

百
論
疏
、

十
二
明
論
疏
等
の
中
に
出
て
く
る
三
論
の
重
要
名
目
に
就

い
て
の
解
説
を
試
み
た

著
作
で
あ
る
。

更

に
・
珍
海
四
十
八
才
、
保
延
五
年

(D
珊
　
　
)
に
、
前
記
の

「菩
提
心
集
二
卷
」
と
共
に
、

淨
土
教
思
想
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る

「決
定

　
お
　

往
生
集
二
卷
」
を
著
述
し
て
い
る
。
印
ち

「
蓮
門
類
聚
經
籍
録
」
卷
下
に
依
る
と
、

「決
定
往
生
集

二
卷

禪
讒

珍
晶

韆

年
」

と
あ

つ
て
・
本
書
は
淨
土
に
決
定
往
生
す
る
に
就
い
て
+
門
を
開
い
て
釋
明
を
試
み
た
も
の
で
あ

つ
て
、
珍
海
の
淨
土
教
思
想
に
就

い

て
研
究
す
る
墜

の
著
述
で
あ
る
。
禪
那
院
と
記
し
て
あ
る
事
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
禪
那
院
と
は
、
珍
海

の
居
住
し
て
い
た
坊

名

で
あ

つ
て
東
大
寺

の
境
内
に
あ

つ
た
も
の
で
あ
る
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

「四
箇
大
寺
古
今
傳
記
拾
要
新
書
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る

治
承
四
年
焔
滅
諸
伽
藍
之
事

の
條
に
は
、

　
め
　

「
一
禪
那
院

珍
海
已
講
之
寺
」



と
あ
つ
て
治
承
四
年

(A
　
　
　
)
の
大
火
に
よ
つ
て
滄
失
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
が

「決
定
往
生
集
」
の
著
述
さ
れ
た
頃
に
は
、
東
大
寺
禪

那
院
に
居
住
し
て
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に

「決
定
往
生
集
」
を
著
述
し
た
翌
年
、
印
ち
珍
海
四
十
九
才
保
延
六
年

(D
40
　
　
)
の
六
月
に
は

コ

乘
義
私
記

一
卷
」
を
著
し
、

そ

れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
同
書
、
奥
書
に
、

(
17

)

「保
延
六
月
二
十
三
日
酉
時
也
云
云
」

と
あ
つ
て
嘉
鮮
大
師
吉
藏
の

「
大
乘
玄
論
」
の
一
乘
眞
實
義
に
就
い
て
解
釋
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
五
十

一
才
康
治
元
年

(D
42
c
　
)

に
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
興
福
寺

の
維
摩
會

の
講
師
を
勸
め
て
い
る
事
に
依

つ
て
も
、
珍
海
は
當
時
、
前
記

に
擧
げ
た
所
の
論
著

を
著
述
し
て
い
る
事
に
お
い
て
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
如
何
に
學
識
が
深
か
つ
た
も
の
で
あ
る
か
を
物
語

つ
て
い
る
。
か
か
る
學
識

の
豊
富
な
經
驗
を
生
か
し
て
、
そ
の
後
も
研
讃
に
精
進
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
彼
、
五
十
五
才
の
と
き
、

「安

養
知
足
相
樹
抄

一

卷
」
を
著
し
、
奥
書
に
、

C
　
)

「
久
安

二
年
三
月
九
日
抄
畢

未
學
珍
海
」
と
あ
り
、
本
書
は
三
論
よ
り
淨
土
的
思
想
を
解
釋
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
五
十
八
才

久
安
五
年

(D
49
　
　
)

「大
乘
玄
問
答
十
二
卷
」

の
著
作
が
あ
る
。
卷
末
の
奥
書
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
卷
第
三

の
文
中
に
、

(
19
)

「久
安
五
年
十
ご
月

二
十
九
日
以
下
八
條
依
三
卷
章
問
答
」

の
記
述
が
あ
る
事
に
つ
い
て
、
凡
そ
こ
の
久
安
五
年
前
後

の
著
作
で
あ

る
こ
と
が
明
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
著
述
は
、

い
ず
れ
も
奥
書
等
な
ど
に
お
い
て
そ

の
著
述
の
年
代
が
剽
明
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、

「菩
提
心
集
」
を
著
述

し
た
當
時
に
日
本
に
於
け
る

「
倶
舍
論
」

の
註
釋
と
し
て
最
も
古

い
成
立
と
さ
れ
て
い
る

「倶
舍
論
明
眼
抄
六
卷
」
は
大
治
四
年

(D
鰓
　
　
)

(
20
)

頃

の
著

作

で
あ

ろ

う

と
さ

れ

て

い

る
。

永
觀

.
珍
海

の
淨
土
教
研
究
序
説

六
三



六
四

以
上
の
著
述
の
外
に

「
三
論
名
教
抄
十
五
卷
」

「因
明
四
種
相
逹
私
記
」
等
は
、
奥
書
、
抄
録
の
年
代
を
欠

い
て

い
る
の
で
、
そ
の

著
述
年
代
を
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

珍
海
の
著
述
と
し
て
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、

前
述
し
て
き
た

「
八
識
義
章
研
習
抄
三
卷
」

「菩
提
心
集
二
卷
」

「大
乘
正
觀
略
記
私
記

一
卷
」

「三
論
玄
疏
文
義
要
十
卷
」

「
決
定
往
生
集
二
卷
」

「
一
乘
義
私
記

一
卷
」

「安

養
知
足
相
對
抄

一
卷
」

「大
乘
玄
問
答
十

二
卷
」

「倶
舍
論
明
眼
抄
六
卷
」

「
三
論
名
歉
抄
十
五
卷
」

「
因
明
四
種
相
違
私
記
三
卷
」

で
あ
る
が

「淨
土
依
心
憑
經
論
章
疏
目
録
」
.
に

(
21
)

一
、
淨
土
義
章
私
記
二
轟

黔

(
22
)

一
、
悉
檀
抄

延
暦
寺
巳
講

等

の
著
述
が
あ

つ
た
事
を
記
し
て
い
る
が
現
存
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

珍
海

の
著
述
よ
り
淨
土
教
思
想
を
論
述
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

「菩
提
心
集
」

二
卷

「
決
定
往
生
集
」

二
卷

「
安
養
知
足
相
封
抄
」

一
卷

で
あ

つ
て
三
論
教
學

の
立
場
よ
り
淨
土
教
思
想
を
う
か
が
ひ
得
る
も
の
で
あ

つ
て
源
信
、
永
觀
よ
り
法
然
淨
土
教
思
想
成
立
に
至
る
ま

で

の
思
想
的
傾
向
を
知
る
こ
と
の
出
來
る
重
要
論
著
で
あ
る
事
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
東
大
寺
三
論
宗
に
於
け
る
珍
海
は

覺

樹
の
思
想
的
傳
統
を
繼
承
す
る
寛
信
、
重
譽
、
慧
珍
等
と
共
に
重
要
な
人
師
で
あ

つ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。



註
(・
)

豊

分
驫

醤

史
大
系
五
+
九
卷

第
二
編
二
八
三
頁

(2
)

本
朝
高
僭
傳
卷
第
十

二
、
日
佛
全

一
〇
二
卷
、

一
九
九
頁

東
南
院
務
次
第

日
佛
全

一
ご
二
卷
、

}
亠ハ
一
頁

覺
樹

の
傳
記

に
つ
い
て
ほ
、
本
朝
高

僭
傳
卷
第
十
二
、

日
佛
全

】
〇

二
卷
、

一
九

四
頁

東
南
院
務
次
第
、
日
佛
全

一
二
二
卷
、

一
六

一
頁

(3
)

醍
醐
寺
雜
事
記
i
群
書

類
從
二
五
輯

(4
)

小
野
玄
妙
氏
論
文

「
診

淘
己
溝

の
藝
術
」
ピ
タ
カ
創
刊
號

三
〇
頁
以
下

平
子
鐸
嶺
氏
著

「
佛
教

藝
術

の
研
究
」
四
七
三
頁
以
下

(5
)

本
朝
世
紀

國
史
大
系

(經
濟
雜

　a
i1N
本
)
卷

八
、
九

二
五
頁

(6
)

珍
灘

の
寂
年
、
仁
平

二
年
十

一
月
説
を
立
論
し
論
證
し
て
い
る
も

の
に
奉
子
鐸
嶺
氏
著

「佛
教
藝
術

の
研
究
」
四
七
三
頁
以
下

小
野
玄
妙
氏
論
文
、
ピ
タ
カ
創
刊
號
三

一
頁
以
下

恵
谷
隆
戒
氏
論
文

「
安
養
如
相
竭
妙
に

つ
い
て
」
專
修
學
報
敏
第

二
號

四
二
頁

珍
海
の
寂
年

の
異
説

と
し
て
、
禅
林
寺
歴
代
記
等

は
永
萬
元
年

十
月

七
十
四
歳
説
で
あ

る
。

パ
7
)

「
三
會
定

一
記
」

日
佛
全

一
二
一二
卷
、
三

一
六
頁

(8
)

「
三
會
定

一
記
」
日
佛
全

一
二
三
卷
、
三

=

一頁

(9
)

大
正
藏

七
〇
卷
、

六
五
五
頁

(-o
)

「
三
會
定

一
記
」

日
佛
全

一
壬

二
卷
、

三

=

責

(11
)

大
正
藏
七
〇
卷
、

六
七
九
頁

(12
)

淨
全
十
五
卷
、

五
三
二
頁

(13
)

大
正
藏
七
〇
卷
、

一
九
九
頁

(14
)

大
正
藏
七
〇
卷
、

三
七
八
頁

(15
)

日
佛
全

一
卷

、
佛
嗷
書
籍
目
録
六
六
頁

、氷
觀

.
珍
海
の
淨
土
教
研
究

序
説

六
五



六
六

(16
)

日
佛
全

一
ご
二
卷
、
二
八
七
頁

(17
)

大
正
藏
七
〇
卷
、
六
四
九
頁

(18
)

大
正
藏
八
四
卷
、

一
一
八
頁
c

(19
)

大
正
藏
七
〇
卷
、
五
八
五
頁
a

(20
)

惠
谷
隆
戒
氏
前
羯
論
文
、
三
八
頁
參
照

(21
)

日
佛
全

一
卷
、
三
四
六
頁

(22
)

日
佛
全

一
卷
、
一
二
頁

四
、

珍

海

の
淨

土

教
思

想

珍
海
に
於
け
る
淨
土
教
思
想
を
論
述
し
て
い
る
著
作
と
て
は
、
傳
歴

の
所
に
お
い
て
述

べ
た
よ
う
に

「菩
提
心
集
二
卷
」

は
大
治
三

年

(D
29
　
　
)
そ
れ
に
續

い
て
、

「決
定
往
生
集
二
卷
」
は
、

保
延
五
年

(蚣
讎
)
に
、

「安
養
知
足
相
對
抄

一
卷
」
は
久
安
二
年

(加
㎜
)
と
、

三
部
五
卷
を
著
し
て
い
る
が
、
珍
海
の
淨
土
教
思
想
を
も

つ
と
も
體
系
的
に
述
べ
て
い
る
も
の
は
、

「
決
定
往
生
集
」

で
あ
る
。

こ
の

「決
定
往
生
集
」
に
於

い
て
先
ず
注
目
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
書
著
作
の
動
機
の
擧
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

珍
海
は
開
卷
冒
頭
に
於

い
て
、

「
言
二決
定
往
生
(是
淨
教
之
宗
旨
也
。
夫
西
方
淨
土
之
道
經
論
同
、
開
稱
念
彌
陀
之
行
愚
智
共
從
。
良
以
契
レ
時
稱
レ機
故
耳
。
然
或

知
而
不
レ趣
或
而
茣
レ
進
印
如
二豫
之
流
一也
。
豈
其
可
レ不
レ痛
乎
、

所
以
今
者
考
二尋
文
理
一將
流
二疑
滞
一欲
二安
心
於
決
定
往
生
、

快

期
慈

來
饗

智
恥云
」
と
あ
つ
て
西
方
淨
土
の
警

諸
經
論
論
に
同
じ
く
説
か
れ
て
い
耄

の
で
あ
つ
て
、
愚
智
共

に
、
從
う
所

の
時
機

相
應

の
宗
旨
な
り
と
し
て
、
世
俗

の
凡
夫
は
こ
の
敏
道
に
從
つ
て
稱
名
念
佛
す
れ
ば
佛
願
力
に
乘
じ
て
決
定
往
生

で
あ
る
と
し
、
稱
念



に
よ

つ
て
往
生
で
き
る
と
云
う
確
信

の
な
い
た
め
に
、
人
々
は
、
と
か
く
疑
ひ
を
い
だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
筆
者
も
そ
の
疑
ひ
を
い

だ

い
て
い
る

一
人
で
あ
る
が
、
經
典
に
読
か
れ
て
い
る
思
想
的
根
據
を
探
求
し
、
そ
の
疑
い
を
解
明
し
て
、
決
定
往
生
の
確
信
を
得
よ

う

と
す
る
心
情
の
發
路
が
、
こ
の
書
作
の
著
作
動
機
で
も
あ
り
、

「決
定
往
生
集
」
の
書
名
も
こ
・
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
て
來
る
。

か
く
て
珍
海
は
、
決
定
往
生
の
義
に
就
い
て
如
何
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
印
ち

「決
定
往
生
集
」
に
於
い
て
、

ニ

ニ

ニ

(
2

)

「
今
以
三事

一示
二其
決
定
二

敏
文
二

道
理
、
三

信
心
」

と
あ
つ
て
数
文
、
道
理
、
信
心
の
三
方
面
よ
り
論
述
し
て
い
る
。
先
ず
、
敏
文
に
於
い
て
は
、

「
稱
讃
淨
土
經
」

「
觀
無
量
壽
經
」「
大

乘

起
信
論
」
等
の
經
論
を
引
用
し
て
稱
名
利
盆
、
觀
想
利
盆
と
説
き
、
道
理
に
於

い
て
は
依
敏
願
生
す
れ
ぼ
必
ず
往
生
を
得
る
と
な
し

て

い
る
。
信
心
に
於

い
て
決
定
信
心
の
必
要
を
述

べ
、

C
M
>

「於
二此
文
義
一更
有
三
二
種
コ

果
決
定
。

二
因
決
定
。
三
縁
決
定
云
云
」
と
あ
つ
て
、

三
種
を
明
か
に
し
て
あ
り
、

實
に
十
門
に
開

い
て
流
通
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
釋
明
に
當

つ
て
多
く
の
淨
土
敢
關
係

の
經
論
疏
を
引
用
し
て
、
中
で
も
嘉
詳
寺
吉
藏

の
読
と
中
心
に
、

そ

の
説
を
重
靦
し
て
用

い
て
い
る
こ
と
は
、
珍
海
が
三
論
教
義
に
基
い
て
立
論
し
た
結
果
で
あ
る
事
は
疑
え
な
い
所
で
あ
る
。
こ
れ
を

裏
付
け
る
論
據
と
し
て

「決
定
往
生
集
」

二
卷

の
淨
土
敏
關
係

の
引
用
經
論
疏
と
そ
の
引
用
数
を
伺
う
と
、

一
、
嘉
鮮
寺
吉
藏

「觀
無
量
壽
經
義
疏
」
…
…
…
十
五
回

一
、
淨
影
寺
慧
遠

「無
量
壽
經
義
疏
」

「觀
無
量
壽
經
義
疏
」

「
大
乘
義
章
」
等
を
引
用
す
る
こ
と
…
…
…
十
三
回

一
、
善
導

「觀
經
疏
」

「
往
生
禮
讃
」

「
觀
念
法
門
」
…
…
…
十

一
回

一
、
懷
感

「釋
淨
土
群
疑
論
」
…
…
…
十

一
回

ど
な

つ
て
お
り
、

永
觀

・
珍
海
の
淨
土
數
研
究
序
説

六
七



六
八

一
、
迦
才

「淨
土
論
」

十
二
回

一
、
道
綽

「安
樂
集
」

十
回

一
、
曇
鸞

「往
生
論
註
」

七
回

一
、
世
親

「往
生
論
」

六
回

一
、
三
論

の
永
觀

の
説
.を
引
用
す
る
こ
と
五
回
に
及
ん
で
い
る
が
こ
の
外
に
も
慈
恩
、
元
曉
等

の
論
疏
を
も
廣
く
用
ひ
、
經
典

の
引

用
と
し
て
は

一
、

「觀
無
量
壽
經
」

十
三
回

一
、

「鉱無
旦里
耋
碕巛
旺」

十
一
一㎜圓

一
、

「無
量
清
淨
李
等
覺
經
」
…
…
…
八
回

一
、

「寳
積
無
量
壽
如
來
會
」
…
…
…
七
回

以
上

の
經
論
疏
等
の
依
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
き
、
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
嘉
鮮
寺
吉
藏
、
淨
影
寺
慧
遠
、
迦
才
等

の
読
を
重
硯
し
殊
に
嘉
祚
寺
吉
藏
の
説
を
中
心
と
し
て
淨
土
教
思
想
を
取
扱
て
い
る
點
か
ら
み
て
も
三
論
教
學
の
立
場
を
も

つ
て
淨
土

教
思
想
を
立
論
し
て
い
る
事
が
明
白

で
あ
る
。

　
　
　

さ
て
、
次
に

「此
三
決
定
攝
レ義
周
盡
又
分
二此
三
一更
爲
二十
門
こ

と
し
、
所
謂
十
門
と
は

譱

靆

ー

果



四
、
種

子

決

定

五
、
修

因

決

、
定

決

定

因

六
、
除

障

決

定

七
、
事

縁

決

定

八
、
弘

誓

決

定

-
決

定

縁

九
、
攝

取

決

定

十
、
圓

滿

決

定

I
l

惣

以
上
の
圖
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

日

「依
報
決
定
」

口

「
正
果
決
定
」

日

「昇
道
決
定
」
は
淨
土
の
果
報
と
論

じ
四

「種
子
決
定
」

㈲

「修
因
決
定
」
因

「
除
障
決
定
」
は
、
淨
土
往
生
の
業
に
就
い
て
の
因
決
定
を
論
じ
岡

「事
縁
決
定
」
凶

「
弘
誓
決
定
」
囲

「攝

取
決
定
」
は
淨
土
往
生
の
縁
に
つ
い
て
の
決
定
を
説
き
、
6↓

「圓
滿
決
定
」
は
果
因
縁

の
三
決
定
を
惣
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
師
ち

(
5
)

「初
三
定
果
、
次
三
是
因
、
次
三
爲
縁
後

一
是
惣
」
と
あ
る
。

か
よ
う
な
珍
海
の
所
説
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
來
る
。

先
ず
往
生
の
因
と
し
て
は
衆
生
に
本
來
覺
性
あ
り
別
し
て
往
生
の
宿
善
あ
る
こ
と
、

(第
四
種
子
決
定
)
と
、
業
因
と
し
て
發
菩
提

心
、
念
佛
の
あ
る
こ
と

(第
五
修
因
決
定
)
と
、
念
佛
に
罪
障
と
滅
す
る
功
徳
の
あ
る
こ
と

(第
六
除
障
決
定
)
と
の
三
決
定
に
あ
る

と
し
、
か
よ
う
な
往
生
の
因
が
あ
る
と
し
て
も
縁
な
く
し
て
は
往
生
は
出
來
な
い
が
、
そ
の
縁
と
し
て
は
娑
婆
と
極
樂
の
因
縁
淺
か
ら

ぬ
こ
と
に
就
い
て

(第
七
事
縁
決
定
)、
阿
彌
陀
佛
の
本
願

(第
八
弘
誓
決
定
)
と
、
そ
の
光
明
の
攝
取
の
利
盆
に
よ

つ
て
決
定
往
生
が
出

來
る
と
読
い
て
い
る

(第
九
攝
取
決
定
)
と
の
三
つ
が
擧
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
往
生
の
因
と
縁
と
に
よ
つ
て
、
凡
夫
ど
云
え
ど
も

永
觀

・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説

六
九



七
〇

(
6
)

極
樂
淨
土
に
生
じ
て
不
退
な
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る

(第

一
依
報
決
定
、
第
二
正
果
決
定
、
第
三
昇
道
決
定
)

と
論
じ
て
い
る
。
か

ゆ

　
　

　

よ
う
に
し
て
、
珍
海
が

「決
定
往
生
集
二
卷
」
を
十
門
に
分
科
と
し
て
述

べ
て
い
る
こ
と
は
、
か
の
惠
心
僭
都
源
信
の

「往
生
要
集
」

　
　
　

に
於

い
て
の
十
門
の
分
科
を
し
、
永
觀
の

「
往
生
拾
因
」

の
十
因
分
科
な
ど
の
先
行
書
の
形
態
を
そ
の
ま

丶
繼
承

し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
十
門
の
構
成
内
容
は
、

「往
生
要
集
」

「往
生
拾
因
」
と
に
比
較
す
る
と
き

一
暦
詳
細
を
極
め
て
い
る
。

さ
て
以
上
分
科
に
よ

つ
て
珍
海
の
念
佛
中
心
が
四

「種
子
決
定
」
㈲

「
修
因
決
定
」
因

「除
障
決
定
」

の
三
決

定
を
論
じ
て
い
る
こ

と
、
就
中
、
往
生
の
生
因
を
説
く
国

「修
因
決
定
」
が
そ
の
中
心
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
つ
て
來
る
が
、

「
第
五
修
因
決
定
者
委
有
ご
六
門
こ

と
し
、

(
9
)

一
、
惣
明
修
因

二
、
別
明
菩
提
心

三
、
明
往
往
生
正
業

四
、
明
修
行
相

五
、
明
稱
名
利
盆

六
、
明
念
分
齊

特
に
注
意
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
點
と
し
て

「
第
三
明
往
生
正
業
」
を
明
す
條
下
に
お
い
て
、
永
觀
の

「往
生
拾
因
」

を
承
け
善
導
の

「
觀

經
疏
」、
散
善
義

の

「就
行
立
信
釋
」
意
に
根
據
を
求
め
て
い
る
。
部
ち
、

　
o
　

「問
已
知
三發
菩
提
心
爲
二業
主
殉
未
レ知
弖隨
縁
所
起
業
相
何
爲
二
正
業
ご

と
問
ひ
、

「答
、
觀
經
導
和
省
疏
第
四
云
、
何
有
三
一種
二

者
正
行
專
依
二往
生
經
一行
レ行
者
是
也
。

一
心
專
讀
二誦
此
觀
經
彌
陀
經
無
量
壽
經

等

二

心
專
二想
觀
三
察
彼
國
依
正
(苦
禮
部

一
心
專
禮
二
彼
佛
二苦
口
稱
郎

一
心
專
稱
二
彼
佛
一讃
嘆
供
養
亦
就
二
此
正
中
ハ復
有
三
一種
二

者

一
心
專
念
二彌
陀
名
號
一行
往
坐
臥
不
レ問
二時
節
久
近
一念
念
不
レ捨
是
名
二
正
定
之
業
一順
二
彼
佛
願
一故
…
…
中
略
…
…
順
二
本
願
一者

　
け
　

四
十
八
願
中
云
聞
我
名
號
係
念
我
國
云
云
今
云
稱
名
實
是
正
中
之
正
也
云
云
」
と
述

べ
て
、

發
菩
提
心
と
業
主
と
し
、
隨
縁
所
起
業
と
し
て
稱
名
を
あ
げ
そ
の
稱
名
を

「稱
名
實
是
正
申
之
正
也
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
善
導

の

「觀
經
疏
」

の
散
善
義

の

「就
行
立
信
釋
」
を
も
つ
て
永
觀
が

「往
生
拾
因
」
に
於

い
て
す
で
に
專
修
稱
名
を
打
ち
出
て
い
る
こ
と



に
就

い
て
は
す
で
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
珍
海
に
お
い
て
は
、
稱
名
を

「正
中
之
正
也
」
ど
斷
言
し
て
い
る
事
は
、
永
觀
の
立
場
を

一

段
と
進
歩
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
來
る
の
で
あ
る
が
、
勿
論

「觀
經
疏
」
散
善
義
に
於
け
る

「就
行
立
信
釋
」
に
基
い

て
稱
名
を

「
正
中
正
也
」
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
と
云
つ
て
も
珍
海

の
念
佛
は
、
後

の
法
然

の
淨
土
敏
思
想
に
於
け
る
念
佛
と
は
い
さ

さ
か
相
違
し
て
い
る
點
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
印
ち
珍
海
は
第

一
に

「菩
提
心
正
因
論
」
を
擧
げ
菩
提
心
を
正
因
と
し
て
稱
名
は

正
中
之
正
業
で
あ
る
と
主
張
し
た
ま
で
の
事
で
あ
つ
て
、
法
然
は
稱
名
を
正
因
と
し
た
點
で
あ
る
。
衣
に
珍
海
は
、

「觀
經
疏
」
散
善

義

「
順
二佛
願

一故
」
於
け
る
佛
願
を
第
二
十
願
と
解
釋
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

さ
き
に
述

べ
た
よ
う
に
稱
名
正
定
業
の
實
踐
が
佛
願
に
隨
順
す
る
と
云
う
意
味
を
、
四
十
八
願
中
の
第
二
十
願

の

「
聞
我
名
號
係
念

我
國
」
に
見
出
き
れ
て
い
る
こ
ど
も
持
異
の
思
想
と
し
て
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
第
二
十
願
觀
に
つ
い
て
は
、
珍
海
は
囚
弘
誓
決
定

の
條
に
於

い
て
、

「本
願
中
云
、
至
心
信
深
欲
生
我
國
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覺
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
比
如
レ是
反
覆
簡
別
分
明
故
名
二
決
定

一又

由
二願
力
苓

三嚢

生
定
生
二淨
土
蔽

名
二決
定
診

と
あ

つ
て
・
第
+
八
願
吝

引
き
彌
陀

の
本
願
力
救
濟
溪

定
さ
れ
て
い
る
,し

と
を
四
十
八
願
中
の
第
十
八
願
を
代
表
せ
し
め
て
い
る
こ
と
に
於

い
て
理
解
せ
ら
れ
て
い
る
意
味
に
よ
れ
ば
彌
陀

の
願
力
他
力
救
濟

の

全
體
的
誓
意
を
第
十
八
願
に
於
い
て
見
出
し
第
二
十
願
は
第
十
八
願
他
力
の
誓
意
の
中

の
往
生
行

の
實
踐
方
法
に
關
す
る
表
示
で
あ
る

　
お
　

と
し
て
の
意
味
に
て
、
そ
の
誓
意
を
理
解
せ
ら
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
珍
海
は
、
善
導
の

「
觀
經
疏
」
散
善
義

「
就
行
立
信
釋
」
の
四
十
八
願
申
、
第
二
十
願
を
出
し
、

「是
正
中
之
正
也
」
ど
し
、
續
い
て
、

「故
小
經
云
執
持
名
號
者

一
日
乃
至
七
日
觀
經
説
二下
品
生
一云
稱
二佛
名
一故
於
二念
念
申
一除
二
八
十
億
劫
生
死
之
罪
一
占
察
經
云
隨
ご

　
ぬ
　

彼
世
界
一佛
之
名
號
專
意
誦
念

一
心
不
亂
決
定
得
レ正
二
彼
佛
淨
國

一云
云
」
と
述

べ
て
、

永
觀

・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説

七
一



七
二

觀
經

の
稱
佛
名
故
、
阿
彌
陀
經

の
執
持
名
號
、
占
察
經

の
佛
之
名
號
等
を
證
し
て
張
説
し
て
い
る
の
は
、
善
導
の
稱
名
正
定
業
主
義

の

主
張
が
表
面
に
出
さ
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
又
、

「明
ご稱
念
之
法
二

と
し
て
、

導
和
尚
云
覺
想
中
見
故
云
二想
見
一若
得
二定
心
三
味
及
口
稱
三
昧
一者
・10
眼
師
開
見
一一彼
淨
土

一
切
莊
嚴
一読
無
ご
窮
盡
ハ又
云
心
口
稱
念

(
15
)

更
無
二雜
想
一念
念
注
心
聲
聲
相
續
心
眼
印
開
得
レ
見
二彼
佛
一云
云
」
と
、

引

い
て
い
る
。
又
、
第
三
昇
道
決
定
の
條
に
於

い
て
、

「導
和
爾
禮
讃
云
問
今
次
欲
二
勸
レ人
往
生
一者
未
レ知
苦
爲
安
心
起
行
作
業
得
レ往
一一生
彼
國
土
一也
、

答
必
欲
レ往
生
國
一
者
如
二
觀
經

読
一具
三
二
心
一必
得
二往
生
一乃
至
信
下知
身
是
具
足
煩
惱
凡
夫
善
根
薄
少
流
二轉
三
界
不
レ出
中
火
宅
上
今
信
下
知
彌
陀
本
弘
誓
願
及
稱
二名

(
16

)

號
一下
至
一一十
聲

一
聲
等
一定
得
中往
生
上
乃
至

一
念
無
レ有
二疑
心
一故
名
二深
心
一云
云
」

と
あ

つ
て

「往
生
禮
讃
」
に
読
か
れ
て
い
る

「深
信
釋
」
を
引
い
て
人
間
觀
、
罪
惡
を
痛
感
し
て

「昇
道
決
定
」
を
説
い
て
い
る
如
き

は
、
善
導

の
思
想
を
こ
れ
又
、
繼
承
し
て
い
る
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
に
第
十
八
願
に
乘
じ
て
第
二
十
願
の
誓
い
の
指
示
に
基
い
て
稱
名
を
正
定
業
と
し
て
念
佛
す
れ
ば
如
何

な
る
下
品
凡
夫
も
臨

絡
に
は
來
迎
を
蒙
り
報
佛
淨
土
に
決
定
し
て
往
生
せ
し
め
ら
れ
る
と
云
う
の
が
珍
海
の
主
張
で
あ
つ
て

「善
導
」

の
散
善
義

「就
行
立

信
釋
」
に
よ
る
稱
名
正
定
業
主
義
の
主
張
が
全
く
表
面
に
出
て
來
た
と
み
て
爰
當
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
か
よ
う
な
稱
名
中
心
主
義
の
實
踐
の
主
張
は
、
珍
海
に
於
い
て

「決
定
往
生
集
」

の
初
め
に
、

(
17
)

「往
生
因
謂
淨
土
業
若
定
若
散
部
於
二
此
身
中
一定
得
三
成
就
一云
云
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
稱
名

の
實
踐
は
自
己
本
來

の
力

で
修
す
る
定
散
位
中
の
も
の
で
あ
つ
て
、
彌
陀
本
願
力
を
嫌
介
と
す
る
實
踐
行
で
は
な
く
所
謂
自
力
聖
道
門
的
立
場
に
於
け
る
出
發
根

據
と
し
て
の
必
修
條
件
で
あ
る

「發
菩
提
心
」
を
要
求
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
そ
れ
は
稱
名

の

一
念
十
念

に
就

い
て
、



「
第
五
修
因
決
者
委
有
三
ハ
門
一」
を
明
す
、
第
六

「別
明
二
一
念
十
念
義

一」
の
條
に
、

c
　
>

「若
是

一
念
但
能
爲
レ
因
而
未
ご定
業
一若
具
二十
念
一乃
成
二定
業
二

と
あ
つ
て
十
念
を
必
ず
具
足
す
る
こ
と
に
條
件
を
つ
げ
て
い
る

實
踐
で
あ
っ
て
、

(
19

)

「稱
一名
具
二足
十
聲
一若
於
二
此
問
二餘
縁
散
亂
其
心
不
レ
重
者
業
道
印
不
レ成
非
二眞
十
念
一但
是
相
似
十
念
耳
云
云
」

と
自
ら
の
散
亂
心
を
卒
静
に
止
め
よ
う
と
す
る
よ
う
な
觀
念
的
稱
名
行
で
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
來
る
。

要
す
る
に
珍
海

の
念
佛
觀
は
第
十
八
、
第
二
十
願
を
中
心
素
材
と
し
て
の
發
菩
提
心
を
根
本
と
す
る
稱
名
正
定
業
を
主
張
し
て
い
る

も
の
と
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
場
合

「
世
親
」

の

「往
生
論
」
に
よ
る

「
五
念
門
」
が
正
定
業
で
、
他

の
布
施
持
戒
等
が
助

(
20
)

業

で
あ
る
と
云
う
理
解
が
加
つ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
前
述
し
て
來
た
よ
う
に
、
善
導
の

「觀
經
疏
」

散
善
義
の

「
就
行
立
信
釋
」
を
根
據
と
し
て
第
十
八
願
、
二
十
願
の
裏
付
の
も
と
に
立
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
永
觀
の
淨
土
教
思
想
と

同
樣
に
法
然
淨
土
教
成
立
え
の
影
響
に
大
き
な
思
想
的
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
智
光

の

「無
量
壽
經
論
釋
」
に
於
け
る
曇
鸞

に
依
る
淨
土
教
思
想
が
、
源
信

の

「往
生
要
集
」
永
觀
の

「往
生
拾
因
」
珍
海
の

「決
定
往
生
集
」

へ
と
、
思
想
的
發
展
は
善
導

の
思

想
を
中
心
素
材
ど
し
て
立
論
さ
れ
、
念
佛

の
實
踐
は
、
觀
念
中
心
主
義
よ
り
稱
名
主
義

へ
と
發
展
し
て
い
つ
た
日
本
淨
土
教
思
想

の
動

向
を
充
分
推
察
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

註
(1
)

淨
全
十
五
卷

四
七
四
頁

(2
)

淨
全
十
五
卷

四
七
四
頁
以
下

(3
)

淨
全
十
五
卷

四
七
四
頁
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七
四

(4
)

淨
全
十
五
卷

四
七
五
頁

(5
)

〃

〃

(6
)

淨

全
十
五
卷

四
八
四
頁
、
淨
全
十
五
卷

四
八
五
頁
～
四
九
五
頁
、

淨
全

十
五
卷

四
九
五
～

四
九
八
頁
、
淨
全
十
五
卷

四
九

八
頁
～
四

九
九
頁
、
淨
全
十

五
卷

四
九
九
頁
、
淨
全
十
五
卷

四
九
九
頁
～
五
〇
〇
頁
、
淨
全
十
五
卷

四
七
五
頁
～

四
八
四
頁
參
照
。

井
上
光
貞
著

「
日
本
淨
土
教
成
立
史
研
究
」
第

四
章
、
第

二
節
東
大
寺

三
論
宗

の
淨
土
教
、

四
二
一二
頁
參
照
、

(7
)

「
往
生
要
集
」
淨
全
十
五
卷

三
七
頁
以
下

(8
)

「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷

三
七

一
頁

(9
)

淨
全
十
五
卷

四
八
五
頁

(10
)

淨
全
十
五
卷

四
九
〇
頁

、、

(11
)

〃

(12
)

淨
全
十
五
卷

四
九
九
頁

(13

)

石

田
充
之
著

「
日
本
淨
土
教

の
研
究
」
四
三
頁
參
照

(14
)

淨
全
十

五
卷

四
九
〇
頁

(15
)

淨
全
十

五
卷

四
九

一
頁

(16
)

淨
全
十
五
卷

四
八
三
頁

(17
)

淨
全
十

五
卷

四
七
五
頁

(18
)

淨

全
十

五
卷

四
九
三
頁

(19
)

淨
全
十

五
卷

四
九
四
頁

(20
)

淨

全
十
五
卷

四
九
〇
頁

「
若
准
二
往
生
論
一
依
二
五
念
門
二
云
云
」
以
下
參
照
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(參考資料)

年 代(A.D)

A.D

〃

〃

〃

//

ii

〃

〃

〃

//

ii

〃

//

942

985

1017

1033

隔 儲)永 觀(1°33
111!1

源 信 生 る

「往生要集」成立

源 信 寂 す

1092

1100

1102,

1111

1133

1134

1
1152;

1175

1198

1212

永 觀 生 る

「往生拾因」成立

永 觀 寂 す

珍濾艦

珍 海 生 る

「決定往生集」成立

珍 灘 寂 す

法 然/1133×
1212)

法 然 生 る

淨土宗 開宗

「潔擇集」成立

法 然 寂 す




